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主な内容

（４月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

世 帯 数 ２万 4,923 （－ 106）
人　 口 ５万 4,072 （－ 546）
男 ２万 5,366 （－ 233）
女 ２万 8,706 （－ 313）

出　 生 36
死　 亡 78
転　 入 274
転　 出 775
その他異動 3



   

　

月
11
日
、
南
九
州
西
回
り
自

　

動
車
道
の
高
尾
野
北
IC
開

通
式
典
・
開
通
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
開
通
イ
ベ
ン
ト

「
み
ち
と
ふ
れ
あ
う
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
」
に
は
約
１
２
０
０
人
の

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
が
参
加
し
、

高
尾
野
北
IC
～
野
田
IC
間
（
約

２
・
８
キ
ロ
㍍
）
の
真
新
し
い
道

路
を
歩
き
ま
し
た
。（
表
紙
写
真
）

　

式
典
で
は
、
九
州
地
方
整
備
局

長
、
鹿
児
島
県
知
事
、
地
元
選
出

国
会
議
員
の
ほ
か
多
く
の
来
賓
が

祝
辞
を
述
べ
て
、
高
尾
野
北
IC
～

野
田
IC
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。
ま

た
、
高
尾
野
兵
六
太
鼓
保
存
会
、

高
尾
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
や
下
水
流
小
学
校
児
童
に
よ

る
発
表
（
合
唱
）、
し
も
ず
る
保

育
園
園
児
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
も
あ
り
、
式
典
や
イ
ベ
ン

ト
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

事
業
の
進
捗
は

　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
は
、

八
代
市
を
起
点
と
し
て
、
芦
北
町

や
水
俣
市
、
出
水
市
、
阿
久
根
市

な
ど
を
経
由
し
鹿
児
島
市
に
至
る

延
長
約
１
４
０
キ
ロ
㍍
の
自
動
車

専
用
道
路
で
す
。

　

こ
の
自
動
車
専
用
道
路
の
う
ち

「
出
水
阿
久
根
道
路
」（
出
水
IC
～

阿
久
根
IC
）
は
、
総
事
業
費
約

５
５
５
億
円
の
う
ち
約
３
８
８
億

円
（
２
０
１
５
年
度
末
）
が
実
施

済
み
で
、
本
年
度
、
出
水
IC
～
高

尾
野
北
IC
間
（
約
３
・９
キ
ロ
㍍
）

が
暫
定
２
車
線
で
開
通
予
定
で

す
。

　

ま
た
「
芦
北
出
水
道
路
」（
芦

北
IC
～
出
水
IC
）
は
、
総
事
業

費
約
１
５
６
８
億
円
の
う
ち
約

６
１
２
億
円（
２
０
１
５
年
度
末
）

が
実
施
済
み
で
、
用
地
進
捗
率
は

約
72
㌫
。
２
０
１
８
年
度
に
津
奈

木
IC
～
水
俣
IC（
仮
称
）間（
約
５
・

６
キ
ロ
㍍
）
が
暫
定
２
車
線
で
開

通
予
定
で
す
。

全
線
開
通
は
い
つ

　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
全

区
間
が
開
通
す
る
年
度
は
、
ま
だ

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

出
水
阿
久
根
道
路
は
本
年
度
、

暫
定
２
車
線
で
出
水
IC
ま
で
開

通
予
定
。
芦
北
出
水
道
路
は
、

２
０
１
８
年
度
に
水
俣
IC（
仮
称
）

が
開
通
予
定
で
、水
俣
IC
（
仮
称
）

～
袋
IC（
仮
称
）～
出
水
北
IC（
仮

称
）
～
出
水
IC
間
に
つ
い
て
も
事

業
が
継
続
し
て
行
わ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
阿
久
根
川
内
道
路
」（
阿
久
根

IC
～
薩
摩
川
内
水
引
IC
間
）
は
、

２
０
１
５
年
度
に
事
業
化
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
道
路
設
計
や
用
地

買
収
な
ど
が
行
わ
れ
、
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

災
害
時
の
代
替
路
の
確
保
や
地

域
産
業
の
活
性
化
の
支
援
、
救
急

搬
送
の
時
間
短
縮
な
ど
、
多
く
の

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
南
九
州

西
回
り
自
動
車
道
は
、
八
代
IC
～

鹿
児
島
IC
間
の
全
線
開
通
に
向

け
、
国
土
交
通
省
が
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。全
線
開
通
し
た
場
合
、

八
代
～
鹿
児
島
間
が
約
３
時
間
５

分
（
２
０
１
５
年
度
末
時
点
）
か

ら
約
２
時
間
25
分
に
短
縮
（
約
40

分
）
さ
れ
ま
す
。

高尾野北ＩＣ－野田ＩＣが開通

高尾野北ＩＣ

出水ＩＣ

平成27年12月開通

平成29年３月開通

平成28年２月開通

～南九州西回り自動車道　出水阿久根道路～

高尾野中吹奏楽部の演奏

しもずる保育園園児によるアトラクション

※ＩＣ…インターチェンジ

3 2広報いずみ2017（平成29年）５月 広報いずみ2017（平成29年）５月



高尾野北ＩＣ－野田ＩＣが開通

鶴
荘
学
園
が
開
校

　

４
月
５
日
、
鶴
荘
学
園
の
開
校

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
初
の
施
設
一
体
型
の
義
務

教
育
学
校「
鶴
荘
学
園
」と
し
て
開

校
し
た
同
校
で
は
、
独
自
の
教
科

と
し
て「
ツ
ル
科
」を
新
設
す
る
な

ど
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育

を
充
実
し
、「
向
学
・
か
し
こ
く
」

「
克
己
・
た
く
ま
し
く
」「
友
愛
・

や
さ
し
く
」を
校
訓
に
、
９
年
間

の
一
貫
教
育
の
強
み
を
生
か
し
て

運
営
さ
れ
ま
す
。

　

翌
日
４
月
６
日
に
は
、
新
一
年

生
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
児
童
生

徒
55
人
で
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

 

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
☎
�
４
０
７
９
）

高尾野北ＩＣ

出水ＩＣ

平成27年12月開通

平成29年３月開通

平成28年２月開通

出水 IC
高尾野北 IC
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～
定
住
補
助
を
継
続
中
～

※
い
ず
れ
の
補
助
も
、
市
税
等
の

　

滞
納
が
な
い
方
で
、
自
治
会
に

　

加
入
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

市
内
定
住
住
宅
取
得
補
助
金
（
２

０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

２
０
１
３
年
４
月
１
日
～
２
０

　

１
９
年
３
月
31
日
に
、
市
外
か

　

ら
出
水
市
内
に
転
入
し
て
、
定

　

住
を
目
的
と
し
た
住
宅
を
取
得

　

し
た
方
に
、
３
年
間
補
助
金
を

　

交
付
し
ま
す
。

☆
１
年
目　

現
金　

20
万
円

☆
２
年
目　

商
品
券
15
万
円

☆
３
年
目　

商
品
券
15
万
円

※
生
計
を
共
に
す
る
15
歳
未
満
の

　

お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
、
補
助     

　

金
が
２
倍
に
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
者

○
定
住
の
た
め
転
入
し
た
方

○
住
宅
の
新
築
ま
た
は
新
規
購
入

　
（
住
宅
に
係
る
工
事
費
ま
た
は

　

購
入
費
が
３
０
０
万
円
以
上
に

　

に
限
る
）
を
し
た
方

※
住
宅
取
得
日
等
（
申
請
基
準
日
）

　

か
ら
６
カ
月
以
内
に
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。

定
住
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

（
２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

２
０
１
６
年
４
月
１
日
以
降
に
、

　

定
住
の
た
め
市
外
か
ら
出
水
市

　

内
に
転
入
し
、
本
人
名
義
の
住

　

宅
を
増
築
ま
た
は
改
築
さ
れ
た

　

方
に
、
工
事
費
の
15
％
を
助
成

　

し
ま
す
。

※
上
限
15
万
円

補
助
対
象
者

○
定
住
の
た
め
転
入
し
た
方

○
自
己
の
所
有
す
る
住
宅
を
リ
フ

　
ォ
ー
ム
（
住
宅
に
係
る
工
事
費
が

　

20
万
円
以
上
に
限
る
）
し
た
方

※
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
日
等
（
申
請

　

基
準
日
）
か
ら
１
年
以
内
に
申

　

請
し
て
く
だ
さ
い
。

市
外
通
勤
者
に
対
す
る
支
援
事
業

（
２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
）

補
助
対
象
者

〇
２
０
１
３
年
４
月
１
日
以
降
に
、

　

定
住
の
た
め
出
水
市
内
に
転
入

　

し
た
方
（
転
入
者
以
外
で
も
、

　

離
職
後
２
年
以
内
で
、
65
歳
未

　

満
の
方
は
利
用
可
能
）

○
市
外
の
事
業
所
に
、
公
共
交
通

　

機
関
（
定
期
券
）
を
利
用
し
て

　

通
勤
し
て
い
る
方

補
助
金
の
計
算
方
法

　

定
期
券
代
（
事
業
所
通
勤
手
当

　

等
を
除
く
）
の
２
分
の
１

※
月
額
で
上
限
２
万
円

助
成
期
間　
最
大
３
年
間

※
通
学
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

子
育
て
世
帯
定
住
促
進
家
賃
補
助

金
（
２
０
１
８
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

２
０
１
５
年
４
月
１
日
以
降
に
、

　

市
で
は
、
少
子
化
の
要
因
の
一

つ
で
あ
る
未
婚
化
・
晩
婚
化
に
対

す
る
取
組
と
し
て
、
独
身
の
男
女

に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
団
体

等
に
対
し
、
事
業
経
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
事
業

　

20
歳
以
上
の
独
身
男
女
が
出
会

　

う
た
め
の
交
流
会
や
結
婚
支
援

　

の
た
め
の
講
習
会
で
、
次
の
要

　

件
を
満
た
す
も
の

〇
交
流
会

・
参
加
予
定
者
が
お
お
む
ね
20
人

　

以
上
で
あ
る
こ
と

・
男
女
が
お
お
む
ね
同
数
で
そ
の

　

過
半
数
が
市
内
に
在
住
ま
た
は

　

勤
務
し
て
い
る
こ
と

・
参
加
者
を
市
内
外
か
ら
募
集
す

　

る
こ
と

・
宗
教
・
思
想
、
政
治
活
動
お
よ

　

び
営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

〇
講
習
会

・
独
身
男
女
ま
た
は
独
身
者
を
子

　

に
持
つ
親
を
対
象
と
す
る
こ
と

・
市
内
の
施
設
等
を
会
場
と
す
る

　

こ
と

・
宗
教
・
思
想
、
政
治
活
動
お
よ

　

び
営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

補
助
対
象
団
体　
市
内
に
事
業
所

　

等
が
有
り
、
主
に
市
内
で
活
動

　

を
行
っ
て
い
る
団
体

※
宗
教
・
思
想
、
政
治
活
動
等
を

　

行
う
こ
と
が
目
的
の
団
体
、
公

　

序
良
俗
に
反
す
る
団
体
、
営
利

　

を
目
的
と
し
て
結
婚
相
手
紹
介

　

業
を
営
ん
で
い
る
団
体
は
対
象

　

外
で
す
。

補
助
対
象
経
費

　

補
助
対
象
と
な
る
経
費
は
、
事

　

業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
の
う

　

ち
、
講
師
へ
の
旅
費
や
謝
礼
、

　

消
耗
品
代
、
チ
ラ
シ
等
の
印
刷

　

代
、
広
告
宣
伝
代
、
会
場
使
用

　

料
、
講
師
委
託
料
等
で
す
。

※
参
加
者
の
飲
食
代
や
交
通
費
・

　

宿
泊
代
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
合
計
額
の
３

　

分
の
２
以
内
の
額
（
千
円
未
満

　

切
り
捨
て
）

・
１
事
業
に
つ
き
上
限
50
万
円　

※
予
算
額
に
達
し
次
第
受
け
付
け

　

を
終
了
し
ま
す
。

申
請
書
類
等　
交
付
申
請
書
、
事

　

業
計
画
書
、
収
支
予
算
書
、
団

　

体
の
概
要
書
等

※
申
請
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　

す
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
企
画
政
策

　

課
総
合
政
策
係

　
（
☎
�
４
０
３
６
）

市
外
か
ら
定
住
の
た
め
出
水
市
内

に
転
入
し
、
民
間
賃
貸
住
宅
に
お

住
ま
い
の
子
育
て
世
帯
の
方
に
家

賃
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
住
宅

　

市
内
の
「
民
間
賃
貸
住
宅
」
が

　

対
象
で
す
。（
市
営
住
宅
、
公

　

的
賃
貸
住
宅
、
社
宅
・
寮
な
ど

　

は
対
象
外
）

補
助
対
象
世
帯

○
２
０
１
５
年
４
月
１
日
以
降
、

　

新
た
に
本
市
に
転
入
し
た
世
帯

　

で
あ
る
こ
と
。

○
転
入
時
に
中
学
生
以
下
の
お
子

　

さ
ん
が
い
る
世
帯
ま
た
は
転
入

　

後
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
世
帯

　
（
同
一
世
帯
と
し
て
住
民
登
録
）

○
新
た
に
民
間
賃
貸
住
宅
の
賃
貸

　

借
契
約
を
締
結
し
て
本
市
に
転

　

入
し
、
居
住
を
開
始
し
た
方
。

※
転
勤
等
に
よ
り
市
外
へ
の
転
出

　

が
想
定
さ
れ
る
方
を
除
く
。

○
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
と
同

　

一
世
帯
に
属
す
る
二
親
等
以
内

　

の
親
族
が
民
間
賃
貸
住
宅
の
賃

　

貸
借
を
契
約
し
て
い
る
こ
と
等
。

補
助
金
の
計
算
方
法

　

月
額
家
賃
（
住
宅
手
当
、
共
益

　

費
、
駐
車
場
料
等
除
く
）
の
２

　

分
の
１
（
月
額
上
限
２
万
円
）

助
成
期
間　
最
大
３
年
間

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
シ
テ
ィ
セ

　

ー
ル
ス
課
（
☎
�
４
０
６
１
）

定
住
を
支
援

定
住
を
支
援

   
婚
活
支
援 

～
婚
活
支
援
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
～

5 4広報いずみ2017（平成29年）５月 広報いずみ2017（平成29年）５月



　

地
域
の
皆
さ
ん
が
、
歩
い
て
通
え

る
場
所
で
、
週
１
回
自
分
た
ち
で
運

営
す
る
介
護
予
防
体
操
教
室
「
出
水

こ
け
ん
塾
」
を
立
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
「
こ

ろ
ば
ん
体
操
」
の
指
導
な
ど
、
教
室

の
立
ち
上
げ
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

副
市
長
が
退
任

東
光
山
公
園
に

す
く
す
く
ラ
ン
ド
が
完
成

　

３
月
31
日
、
川
畑
浩
志
副
市

長
が
退
任
し
ま
し
た
。

　

川
畑
氏
は
、
２
０
１
４
年
７

月
１
日
か
ら
２
年
９
カ
月
に
わ

た
り
本
市
の
副
市
長
を
務
め
ま

し
た
。

　

退
任
式
で
職
員
に
あ
い
さ
つ

を
し
た
後
、
大
勢
の
職
員
ら
に

見
送
ら
れ
市
役
所
を
後
に
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
同
氏
は
４
月
か
ら
県

職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

※
「
こ
け
ん
」
と
は
…
転
ば
な
い
と

　

い
う
意
味
の
出
水
弁
で
す
。

「
こ
ろ
ば
ん
体
操
」

　

転
倒
防
止
を
主
な
目
的
に
、
６
種

類
の
運
動
を
組
み
合
わ
せ
た
体
操
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
に
応
じ
た
重

り
を
着
け
、
童
謡
を
歌
い
な
が
ら
、

腕
や
足
を
上
下
さ
せ
た
り
、
い
す
か

ら
立
ち
上
が
っ
た
り
す
る
簡
単
な
動

作
を
ゆ
っ
く
り
行
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
や
体
力
に
自
信
の
な

い
方
で
も
簡
単
・
安
全
に
で
き
る
運

動
で
す
。
仲
間
同
士
で
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

○
立
ち
上
げ
に
必
要
な
も
の

・
５
人
以
上
の
参
加
者

・
週
１
回
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
場

　

所
・
Ｃ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー

・
パ
イ
プ
い
す

・
血
圧
計

※
道
具
が
な
い
場
合
な
ど
は
、
お
気

　

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

モ
デ
ル
地
区
を
募
集

　

今
年
度
の
モ
デ
ル
地
区
を
５
地
区

　

募
集
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
内
）

　
（
☎
�
４
０
５
３
）

一
緒
に
介
護
予
防
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

わんぱく広場

多目的広場ふれあいの広場

展望台

草スキー

駐車場

工事区域

　

東
光
山
公
園
は
、
昨
年
10
月
か
ら
園
路
、
広
場
の

整
備
や
遊
具
の
更
新
等
を
行
っ
て
お
り
、
わ
ん
ぱ
く

広
場
に
、
０
～
３
歳
児
が
遊
べ
る
「
す
く
す
く
ラ
ン

ド
」
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
都
市
計
画
課
（
☎
�
４
０
６
３
）

多目的広場

「すくすくランド」
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※企業会計は、収益的支出と資本的支出の合計額です。

2017年度 当初予算の 概要をお知らせします

一 般 会 計 当 初 予 算

特別会計
区　　　　分 予算額

国民健康保険 95億5,000万円

後期高齢者医療 ６億4,390万円

円万089,4億75険保護介

円万784,1済共害災通交

円万036,6億11道水下

特定環境保全公共下水道 ４億8,800万円

農業集落排水 ２億6,000万円

円万042,2場市売卸方地

合　　　　計 178億9,527万円

企業会計
区　　　　分 予算額

水道事業会計 12億9,242万円

病院事業会計 54億7,914万円

合　　　　計 67億7,156万円

性質別歳出
区　　　　分 予算額 構成比

人件費 49億3,299万円 19.7%

物件費 26億0,799万円 10.4%

維持補修費 １億7,258万円 0.7%

扶助費 59億3,070万円 23.8%

補助費等 31億7,373万円 12.7%

普通建設事業費 19億1,911万円 7.7%

公債費 28億4,694万円 11.4%

繰出金 26億9,228万円 10.8%

その他 ７億0,168万円 2.8%

歳出合計 249億7,800万円 100.0%

今年度予算の特徴

2017年度一般会計の当初予

算は、前年度に比べ、約８億

６千万円（3.3%）の減となっ

ています。

新庁舎建設事業が終了しつ

つあることや防災行政無線デ

ジタル化事業等が終了したこ

とが主な要因です。

●地方交付税は、合併算定替え

の優遇措置の段階的な削減に

より、約３億６千万円（3.7%）

の減

●県支出金は、私立保育所運営

費負担金、認定こども園施設

整備事業費補助金の増などに

より、約７億９千万円

（46.3%）の増

●繰入金は、庁舎建設基金繰入

金の減などにより、約11億

４千万円（70.6%）の減

●総務費は、新庁舎建設事業費

の減などにより、約17億円

（39.7%）の減

●教育費は、麓歴史館の整備に

係る事業費の減などにより、

約２億９千万円（11.1%）の

減

●消防費は防災行政無線デジタ

ル化事業の減などにより、約

６億円（46.8%）の減

歳入のポイント 歳出のポイント

※予算額の増減は、前年度当初予算と比較しています。

～参画と協働による、市民が主役の 温かさの伝わる市政の実現～

義 務 的 経 費

任 意 的 経 費
政策判断によって見直しが柔軟にできる経費

支出することが制度的に義務付けられている経費

137億1,063万円

112億6,737万円

(54.9%)

(45.1%)

2017年度　当初予算の　　　　　概要をお知らせします
一般会計　　　当初予算
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恵まれた地域資源を生かした多様な産業が躍進するまちづくり

住民と行政が協働するまちづくり

健全で効率的な行財政運営を推進するまちづくり

住 民 自 治

行 財 政

産 業 経 済

思いやりと温かさがはぐくむ健康・福祉のまちづくり

豊かな緑ときれいな水を未来に引き継ぐまちづくり

安全・安心で快適な都市基盤が整った人と自然を大切にするまちづくり

歴史と文化の薫りが暮らしを彩る教育と住民自治のまちづくり

生 活 環 境

社 会 基 盤

教 育 文 化

保健医療福祉

２０１７年度の主な事業
2017年度に市が実施する主な事業を紹介します。

○新焼却処理施設整備負担金

3億9,421万円

○小水力発電設備整備事業

（高川ダムを利用した小水力発

電設備の導入支援） 3,140万円

１．生 活 環 境
○一般道路整備事業 1億円

○辺地道路整備事業

7,800万円

○道路維持補修事業

1億1,000万円

○東光山公園整備事業

4,350万円

２．社 会 基 盤
○子育て世帯定住促進事業補助金

712万円

○山田昌巌没後350年記念事業

522万円

○高等学校施設整備単独事業

（商業高校） 7,933万円

３．教 育 文 化

○障害児通所支援事業

1億9,105万円

○私立保育所等運営費給付事業

15億6,290万円

○保育所等整備事業費補助金

2億471万円

○認定こども園施設整備補助金

1億8,000万円

○障害福祉サービス給付事業

11億3,000万円

○給食サービス事業、生活支援

サービス事業

967万円

○小規模保育事業

8,475万円

○鳥インフルエンザ対策事業

1,000万円

○農地集積・集約化対策事業

562万円

○地場産業販路拡大促進事業

419万円

５．産
○ツルと歴史のまち応援基金寄附

者特産品贈呈事業 3,600万円

○地区コミュニティ協議会育成支援

事業補助金 380万円

○農業用施設、里道等

整備地域支援事業

（原材料支給、

建設機械借上げ

支援） 480万円

６．住 民 自 治
○庁舎建設事 1億8,984万円

○総合計画策定事業 243万円

７．行 政

４．保 医 療 祉

市債残高の推移（借金）

基金残高の推移（貯金）
基金は家庭での貯金に相当

するものです。特定の目的や

市町村合併に伴う地方交付税

の優遇措置が2016年度から段

階的に縮小・廃止されている

ことへの対応と安定的な財政

運営を確保するため、必要な

積立てを行い、確実で効率的

な運用に努めます。

基金の2017年度末での残高

は、約185億円となる見込み

です。

学校や福祉施設などを建設

する場合のように、長期間に

わたって多くの市民が利用す

ることができ、多額の費用が

必要なもののために、市が銀

行などから調達する長期的な

借入金を「市債」といいま

す。

市債の2017年度末での残高

は、一般会計で約243億円、

特別会計と企業会計を加えた

全会計で約441億円となる見

込みです。

○障害福祉サービス給付事業

11億3,000万円

○給食サービス事業、生活支援

サービス事業

967万円

○小規模保育事業

8,475万円

○庁舎建設事 1億8,984万円

○総合計画策定事業 243万円

７．行 政

○東光山公園整備事業

4,350万円

○障害児通所支援事業

1億9,105万円

○私立保育所等運営費給付事業

15億6,290万円

○保育所等整備事業費補助金

○認定こども園施設整備補助金

1億

○鳥インフルエンザ対策事業

1,000万円

○農地集積・集約化対策事業

562万円

地場産業販路拡大促進事業

419万円

５．産
○ツルと歴史のまち応援基金寄附

者特産品贈呈事業

○地区コミュニティ協議会育成支援

事業補助金

○農業用施設、里道等

整備地域支援事業

（原材料支給、

建設機械借上げ

支援） 480万円

６．住 民 自

４．保 医 療

○保育所等整備事業費補助金

2億471万円

○認定こども園施設整備補助金

億8,000万円

歴史のまち応援基金寄附

3,600万円

ティ協議会育成支援

380万円

○農業用施設、里道等

自 治

祉
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一般会計市債残高 特別会計市債残高 企業会計市債残高

≪産業振興・しごと創出戦略≫

・新規創業者支援事業 534万円

・ブランド米産地確立支援事業 606万円

・シティセールス推進費 678万円

（インターネット販売事業）

円万69業事進推業林型伐自・

≪結婚・出産・子育て戦略≫

・婚活支援事業補助金 250万円

・不妊・不育治療費助成事業 400万円

・子育て支援室設置事業 714万円

円万28業事リプア援応て育子・

（スマホ用アプリによる子育て支援情報等の提供）

・子ども医療費助成事業 1億6,930万円

（18歳に達する年度までの医療費自己負担分を全額助成）

≪定住・交流促進戦略≫

・定住促進事業補助金 3,861万円

・子育て世帯定住促進事業補助金 712万円

・観光客誘致促進事業 408万円

（旅行商品造成支援事業補助金）

円万521業事策対等家空・

出水市まち・ひと・しごと創生総合戦略に関する主な事業

円万113,1業事除防獣鳥害有・

・水産業活性化推進事業 1,000万円

（漁船等・のり製造機械の購入等補助金など）

・住宅建築等工事促進事業 4,350万円

（新築・増改築工事補助金）

・わいわい賑わい商店街づくり事業 300万円

・育児用品購入券交付事業 1,660万円

（2015年4月1日以降に出生した子が対象）

・出水の宝子入学・卒業お祝い事業 1,704万円

・病児・病後児保育事業 2,528万円

（病気または病後の子供の一時的保育事業）

・民間児童クラブ支援事業 4,081万円

・九州オルレ出水コース春のオルレフェア開催事業

69万円

・地域プロスポーツチーム応援事業 267万円

・スポーツ合宿等誘致活動事業 163万円

・国際姉妹都市交流事業 213万円

総合戦略は、人口の急減・超高齢化・東京一極集中の加速など、日本の大きな課題を解決するため、各地域がそ

れぞれの特徴を生かした自律的で持続可能な社会を創生することを目指した取り組みです。
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恵まれた地域資源を生かした多様な産業が躍進するまちづくり

住民と行政が協働するまちづくり

健全で効率的な行財政運営を推進するまちづくり

住 民 自 治

行 財 政

産 業 経 済

思いやりと温かさがはぐくむ健康・福祉のまちづくり

豊かな緑ときれいな水を未来に引き継ぐまちづくり

安全・安心で快適な都市基盤が整った人と自然を大切にするまちづくり

歴史と文化の薫りが暮らしを彩る教育と住民自治のまちづくり

生 活 環 境

社 会 基 盤

教 育 文 化

保健医療福祉

２０１７年度の主な事業
2017年度に市が実施する主な事業を紹介します。

○新焼却処理施設整備負担金

3億9,421万円

○小水力発電設備整備事業

（高川ダムを利用した小水力発

電設備の導入支援） 3,140万円

１．生 活 環 境
○一般道路整備事業 1億円

○辺地道路整備事業

7,800万円

○道路維持補修事業

1億1,000万円

○東光山公園整備事業

4,350万円

２．社 会 基 盤
○子育て世帯定住促進事業補助金

712万円

○山田昌巌没後350年記念事業

522万円

○高等学校施設整備単独事業

（商業高校） 7,933万円

３．教 育 文 化

○障害児通所支援事業

1億9,105万円

○私立保育所等運営費給付事業

15億6,290万円

○保育所等整備事業費補助金

2億471万円

○認定こども園施設整備補助金

1億8,000万円

○障害福祉サービス給付事業

11億3,000万円

○給食サービス事業、生活支援

サービス事業

967万円

○小規模保育事業

8,475万円

○鳥インフルエンザ対策事業

1,000万円

○農地集積・集約化対策事業

562万円

○地場産業販路拡大促進事業

419万円

５．産 業 経 済
○ツルと歴史のまち応援基金寄附

者特産品贈呈事業 3,600万円

○地区コミュニティ協議会育成支援

事業補助金 380万円

○農業用施設、里道等

整備地域支援事業

（原材料支給、

建設機械借上げ

支援） 480万円

６．住 民 自 治
○庁舎建設事業 1億8,984万円

○総合計画策定事業 243万円

７．行 財 政

４．保 健 医 療 福 祉

市債残高の推移（借金）

基金残高の推移（貯金）
基金は家庭での貯金に相当

するものです。特定の目的や

市町村合併に伴う地方交付税

の優遇措置が2016年度から段

階的に縮小・廃止されている

ことへの対応と安定的な財政

運営を確保するため、必要な

積立てを行い、確実で効率的

な運用に努めます。

基金の2017年度末での残高

は、約185億円となる見込み

です。

学校や福祉施設などを建設

する場合のように、長期間に

わたって多くの市民が利用す

ることができ、多額の費用が

必要なもののために、市が銀

行などから調達する長期的な

借入金を「市債」といいま

す。

市債の2017年度末での残高

は、一般会計で約243億円、

特別会計と企業会計を加えた

全会計で約441億円となる見

込みです。
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≪産業振興・しごと創出戦略≫

・新規創業者支援事業 534万円

・ブランド米産地確立支援事業 606万円

・シティセールス推進費 678万円

（インターネット販売事業）

円万69業事進推業林型伐自・

≪結婚・出産・子育て戦略≫

・婚活支援事業補助金 250万円

・不妊・不育治療費助成事業 400万円

・子育て支援室設置事業 714万円

円万28業事リプア援応て育子・

（スマホ用アプリによる子育て支援情報等の提供）

・子ども医療費助成事業 1億6,930万円

（18歳に達する年度までの医療費自己負担分を全額助成）

≪定住・交流促進戦略≫

・定住促進事業補助金 3,861万円

・子育て世帯定住促進事業補助金 712万円

・観光客誘致促進事業 408万円

（旅行商品造成支援事業補助金）

円万521業事策対等家空・

出水市まち・ひと・しごと創生総合戦略に関する主な事業

円万113,1業事除防獣鳥害有・

・水産業活性化推進事業 1,000万円

（漁船等・のり製造機械の購入等補助金など）

・住宅建築等工事促進事業 4,350万円

（新築・増改築工事補助金）

・わいわい賑わい商店街づくり事業 300万円

・育児用品購入券交付事業 1,660万円

（2015年4月1日以降に出生した子が対象）

・出水の宝子入学・卒業お祝い事業 1,704万円

・病児・病後児保育事業 2,528万円

（病気または病後の子供の一時的保育事業）

・民間児童クラブ支援事業 4,081万円

・九州オルレ出水コース春のオルレフェア開催事業

69万円

・地域プロスポーツチーム応援事業 267万円

・スポーツ合宿等誘致活動事業 163万円

・国際姉妹都市交流事業 213万円

総合戦略は、人口の急減・超高齢化・東京一極集中の加速など、日本の大きな課題を解決するため、各地域がそ

れぞれの特徴を生かした自律的で持続可能な社会を創生することを目指した取り組みです。
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市では、４月１日付けで、部長級６人を含む職員257人の人事異動を実施しました。係長以上の職員の異動
をお知らせします。宮城県岩沼市、熊本県甲佐町への被災地支援のための職員派遣も行います。市職員257人を人事異動
選挙管理委員会事務局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
選挙管理委員会事務局 事務局長 総務課長（髙橋

正一）併任
次長（係長） 戸澤　広彰

監査委員事務局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
監査委員事務局 次長（係長） 萩山　真奈美

公平委員会
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
公平委員会 次長 監査委員事務

局 次 長 ( 萩 山
真奈美 ) 併任

農業委員会事務局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
農業委員会事務局 次長 ( 主幹 ) 犬渕　哲郎
教育委員会事務部局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
教育部 部長 岩下　美和

学校教育課 課長 橋口　克朗
指導監 原﨑　竜一
学校教育係長 西鶴　浩二

生涯学習課 課長 園畠　祐一
読書推進室 室長 生涯学習課長（園

畠祐一）兼補
次長（係長） 酒本　めぐみ

文化財課 課長 内之浦　昭
文化財係長 岩﨑　新輔

市民体育課 課長 山口　徹
青年の家 所長 山﨑　博文
ツル博物館クレイ
ンパークいずみ

館長 松井　勉

学校給食センター 次長（主幹） 福留　賢一
出水商業高等学校 次長（主幹） 宇都　眞由美

公営企業病院部局
出水総合医療センター
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名

事務部 部長 宮崎　龍美
経営企画課 課長 佐藤　義明
医事課 課長 古田　幸一

入院医事係長 医事課長（古
田幸一）事務
取扱

診療技術部
薬剤科 科長 松ヶ野　聡美

科長補佐 前山　瑞穂
技師長 橋元　良枝

放射線技術科 参事 溝下　育男
技師長 中野　孝二

看護部 技術主幹兼看護師
長(退院支援担当)

山野　ゆかり

高尾野診療所事務課 課長 山上　清和
野田診療所事務課 課長 高尾野診療所

事務課長 ( 山
上清和 ) 兼補

公営企業水道部局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
水道部

水道課 課長 松山　圭
技術主幹兼建設係長 酒本　祐喜
主幹 土﨑　昭憲

北薩広域行政事務組合
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
北薩広域行政事務組合事務局

総務課 技術主幹兼施設整
備係長

山村　祐一郎

職員派遣
　宮城県岩沼市へ派遣　　　前田　裕司（再任用・継続）
　熊本県甲佐町へ派遣　　　江﨑　良隆（再任用）
　県消防学校へ派遣　　　　林田　祐介
転出
　県出納局管財課長　　　　川畑　浩志（副市長）
　県総合教育センター教育相談課長　 塚元　宏雄
　　　　　　　　　　　　　（教育部学校教育課長）
退職（３月 31 日付け）
　横山　達也　政策経営部長
　坂元　誠士　総合医療センター事務部長
　岩元　亮二　教育委員会教育部長
　江﨑　良隆　建設部参与
　郷元　　茂　野田支所総合市民課長
　原　　次雄　総合医療センター事務部経営企画課長
　城野　敏幸　総合医療センター薬剤科長
　柴田　宏二　水道部水道課長
　福泉　幸子　教育部読書推進課参事
　中川　志帆理　市民福祉部こども課主幹兼東出水保育園長
　堀田　常雄　建設部都市計画課技術主幹
　上原　了子　高尾野支所総合市民課主幹 ( 市民福祉グループ長 )
　福井　俊彦　建設部道路河川課技術参事補
　松山　みつよ　総合医療センター野田診療所診療科主任
　谷添　茂子　市民福祉部市民生活課主査
　土持　美佐子　教育機関西出水小学校調理主事
　坂口　直子　教育機関米ノ津東小学校調理主事
　森　真利子　会計管理者
　盛　　正明　教育部生涯学習課長
　石川　　勝　教育機関学校給食センター次長 ( 主幹 )
　堂後　　泉　市民福祉部いきいき長寿課技術参事補
　江﨑　ひとみ　会計室主査
　清原　美千代　農業委員会事務局主査
　大塚　美智子　教育機関学校給食センター調理主事
　下薗　広子　教育機関野田小学校附属幼稚園主査
　湯田　憲孝　建設部下水道課主幹兼管理係長
　橋本　哲也　監査委員事務局次長 ( 係長 )
　神田　幸美　市民福祉部いきいき長寿課技術主査
　池添　正子　総合医療センター看護部消化器疾患センター技術主査
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市職員257人を人事異動
４月１日付け人事異動（係長以上）
市長事務部局
本　庁
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名

地方創生統括監
（部長級）

大橋　勇太

政策経営部 部長 福濱　敏郎
総務課 課長 髙橋　正一
企画政策課 課長 畠山　義昭

主幹兼総合政策係長 松岡　秀和
主幹兼秘書広報係長 田口　保
行政改革係長 﨑迫　真也

情報課 課長 高岡　俊雄
情報係長 濵畑　信一

安全安心推進課 安全安心推進係長 平原　義浩
財政課 課長 宮﨑　毅

財政係長 高口　悟
新庁舎建設課 課長 中里　裕孝

市民福祉部 部長 冨田　忍
福祉課　　 福祉総務係長 宮木　隆裕

主幹兼障害福祉係長 安楽　民郎
主幹兼保護係長 柴田　敏文

市民生活課　 住民年金係長 華野　順一
健康保険係長 戸﨑　基夫

生活環境課 課長 戸田　重久
税務課 主幹兼固定資産税

係長
餅原　秀夫

主幹兼収納管理係長 岡本　賢一
健康増進課 成人保健係長 園畠　好子

技術主幹兼母子保
健係長

中里　香代子

いきいき長寿課 高齢者支援係長 野間口　淳
地域包括ケア推進
係長

小田原　由美

こども課 課長 松原　淳市
こども福祉係長 岩本　秀一

東出水保育園 主幹兼園長 髙野　祥子
主任(主幹) 原田　真理

米ノ津保育園 主任(主幹) 湯田　ひとみ
産業振興部

産業振興総務課 課長 竹内　進
主幹兼産業振興総務係長 住吉　祐一

スポーツ交流室
（国民体育大会
準備室）

室長 産業振興総務課
長(竹内進)兼補

農政課 主幹兼農政畜産係
長

小田　大吉

主幹兼農業振興係
長

中原　克章

農林水産整備課 基盤整備係長 野畑　隆

部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
シティセールス課 観光交流係長 森山　佐知

国際交流室 室長 シ テ ィ セ ー ル
ス課長(春田和
彦)兼補

次長(係長) 堀　昌伸
建設部 参与 小原　一郎

都市計画課 建設総務係長 高見　勇吉
主幹兼計画管理係長 志水　靖博

住宅課 課長 田口　宏幸
公営住宅係長 下村　吉人
住宅対策係長 東　陽一

道路河川課 課長 建設部参与（小原
一郎）事務取扱

主幹兼管理係長 吉岡　房人
主幹 大島　政彦

下水道課 管理係長 松本　修一

部等名 課　等　名 職　名 氏　名
会計管理者（課長級） 溝口　雄二

会計室 室長 会計管理者(溝
口雄二)兼補

次長（係長） 松本　恵美子
高尾野支所
部等名 課　等　名 職　名 氏　名
高尾野支所

総合市民課 参事補(市民福祉グ
ループ長)

井上　美和子

野田支所
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
野田支所

総合市民課 課長 石澤　令三
参 事 補(総 務・税 グ
ループ長)

中里　豊

消防事務部局
消防本部
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
消防本部

予防課 主幹兼予防係長（消
防司令補）

金丸　秋生

消防署
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
出水消防署

庶務係 係長（消防司令補） 内添　伸一
通信指令係 係長（消防司令補） 坂口　幸夫
危険物係 係長（消防司令補） 城須　智也
警防係 主幹兼係長 ( 消防

司令補）
脇田　英志

消防団係 係長（消防司令補） 道添　正樹
石坂分署予防係 主幹（消防司令補） 井上　隆洋
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分

 

市
立
中
央
図
書
館
研
修
室

 

千
円
（
初
回
の
み
）

講
師　

歴
史
民
俗
資
料
館
職
員　

　

肱
岡　

隆
夫　

氏

対
象　

市
内
在
住
の
方

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

・

 

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
☎
�
０
２
５
６
）

　

出
水
駅
前
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
30
店
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
飲
食
店
の
出

店
が
あ
り
、
和
太
鼓
、
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
等
の
演
奏
や
ダ
ン
ス
な
ど
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。
堆
肥
の
無
料
配
布
（
先

着
１
０
０
袋
）
も
あ
り
ま
す
。

 
５
月
21
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・

 

「
小
さ
な
音
楽
家
の
会
」

　

事
務
局
（
☎
０
９
０

－

３
８
８

　

３

－

７
５
２
３
：
い
ち
ぞ
え
）

　

環
境
省
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
一
緒
に
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
を
楽
し
も
う
！

 

５
月
20
日
（
土
） 

　

午
前
９
時
～
同
11
時

 
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

 
無
料

 
４
月
27
日
（
木
）
か
ら
電
話

　

で
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
者　

小
学
生
以
上
。た
だ
し
、

　

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の

　

付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

定
員　
20
人

・

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

・

 

出
水
子
ど
も
劇
場
事
務

　

局
（
☎
�
５
４
５
４
）

　
「
小
さ
な
音
楽
家
の
会
」
の
主

催
で
、
音
楽
を
学
ん
で
い
る
皆

さ
ん
が
合
同
で
演
奏
す
る
「
夢

色
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
７
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

５
月
14
日
（
日
）

   

１
部　

午
前
10
時
開
演

   

２
部　

午
後
２
時
開
演

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

 

無
料

客
演　

リ
コ
ー
ダ
ー
奏
者

　

吉
嶺
史
晴　

氏

※
合
唱
・
ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ     

　

ン
・
管
楽
器
・
二
胡
・
独
唱
な

　

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

　

曲
を
ソ
ロ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演

　

奏
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

出
水
・
水
俣
・
津
奈
木
教
室

　

合
同
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 ○
５
月
19
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
５
月
20
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
５
月
21
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

水
俣
市　

も
や
い
館

　
（
水
俣
市
牧
ノ
内
３

－

１
）

 

無
料

○
ブ
ロ
ー
チ
作
成
の
無
料
講
習
会

　

も
あ
り
ま
す
。

※
３
日
間
と
も
先
着
10
人

 

出
水
地
区
代
表　

森
下

　

 

（
☎
�
９
５
１
８
）

　

人
形
劇
団
ひ
と
み
座
な
か
む
ら

た
か
お
ひ
と
り
人
形
劇
「
リ
ス
お

と
か
め
吉
・
ピ
ッ
ポ
く
ん
の
お
さ

ん
ぽ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

５
月
21
日
（
日
）　

　

開 

場　

午
後
３
時
45
分

　

開 

演　

午
後
４
時

 

東
水
流
公
民
館
（
高
尾
野
）

催
　
　
　し

催
　
　
　し

若
葉
流
つ
ま
み
絵
展

子
ど
も
劇
場
５
月
例
会

夢
色
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
開
催

駅
前
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
（
出
水
駅
）

ア
ク
テ
ィ
ブ
レ
ン

ジ
ャ
ー
講
座

古
文
書
解
読
入
門
講
座

※
雨
天
中
止

 

出
水
駅
西
口
多
目
的
広
場

出
水
駅
周
辺
施
設
指
定
管
理
者

　
（
株
）
ト
シ
ヒ
ロ
出
水
支
店

　
（
☎
�
９
４
５
５
）

　

市
で
は
、
中
世
山
城
跡
探
検
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

森
林
や
草
木
に
覆
わ
れ
た
、
普

段
気
づ
き
に
く
い
市
内
の
中
世
山

城
跡
で
、
新
た
な
発
見
を
目
指
し

な
が
ら
の
探
検
会
で
す
。
今
回
探

検
す
る
中
世
山
城
跡
は
、
島
津
氏

発
祥
の
地
と
も
さ
れ
る
、
市
指
定

史
跡
の
木
牟
礼
城
跡
お
よ
び
周
辺

の
遺
跡
地
な
ど
で
す
。

 

５
月
14
日
（
日
）

　

受
付　

午
前
９
時
～
同
９
時
30
分

　

出
発　

午
前
９
時
45
分

　

帰
着　

正
午
（
予
定
）

 

木
牟
礼
城
跡
お
よ
び
周
辺
の

　

遺
跡
地

集
合
・
解
散
場
所　

高
尾
野
町
江

　

内
の
木
牟
礼
自
治
公
民
館

※
駐
車
場
も
同
場
所

参
加
者　

健
康
な
方
で
あ
れ
ば
誰

　

で
も
参
加
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

　

小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
等
の

　

付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

 

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、  

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ふ
る
さ
と
の
歴
史
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
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者
医
療
）
を
受
け
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

対
象
者

○
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　

本
年
４
月
１
日
現
在
、
35
歳
以

　

上
で
被
保
険
者
期
間
が
６
カ
月

　

以
上
、
か
つ
前
年
度
分
ま
で
の

　

国
保
税
を
完
納
し
て
い
る
方

○
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

　

で
、
前
年
度
分
ま
で
の
保
険
料

　

を
完
納
し
て
い
る
方

市
内
医
療
機
関
で
利
用
す
る
方

　

保
険
証
と
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ

　

不
可
）
を
お
持
ち
に
な
り
、
本

　

庁
市
民
生
活
課
ま
た
は
各
支
所

　

総
合
市
民
課
に
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
17
日
（
水
）
午

　

前
８
時
30
分
～

※
定
員
に
達
す
る
ま
で

検
査
実
施
期
間　

本
年
６
月
～　

　

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
３
月

※
市
外
医
療
機
関
で
の
利
用
を
希

　

望
さ
れ
る
方
は
、
農
協
本
所
ま

　

た
は
農
協
各
支
所
に
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
５
月
11
日
（
木
）

・
 

本
庁
文
化
財
課

　

 (
☎
�
２
１
０
８　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�

　

２
２
０
２
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

bunkazai_c@

　

　

city.izum
i.kagoshim

a.jp

▷
昨
年
度
の
探
検
会
の
様
子

　
【
出
水
城
（
亀
ヶ
城
） 

跡 

】

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
お
よ

び
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

に
対
す
る
一
日
外
来
人
間
ド
ッ
ク

の
利
用
料
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
利
用
は
、
一
般
ド
ッ
ク
ま
た

は
脳
ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
で
年
度

内
１
回
で
す
。
ド
ッ
ク
利
用
者

は
、
特
定
健
康
診
査
（
国
民
健
康

保
険
）、
長
寿
健
診
（
後
期
高
齢

健
　
　
　康

健
　
　
　康

一
日
人
間
ド
ッ
ク
利
用

者
を
募
集
し
ま
す

市

　内

　医

　療

　機

　関

一般ドック（一般コース・女性コース） 脳ドック

定員

国保７８人 後期高齢１５人

国保４０人 後期高齢５人
一般コース 女性コース 一般コース 女性コ－ス

６３人 １５人 １０人 ５人

※女性コースは出水総合医療センターのみで実施

検査内容

計測、循環器、消化器、肝機能、腎機能、血清脂質、糖尿病、
すい機能、貧血、痛風、一般血液、検尿、精密眼底、腹部
超音波等の検査
乳がん検査・子宮がん検診（女性コースのみ）

ＭＲＡ（脳の血流）検査、
ＭＲＩ（脳の断層撮影）検査、
計測、循環器、肝機能、血清
脂質、糖尿病、一般血液等の
検査

補助額
自己負担額

＜一般コース＞
補助上限額　  25,000 円
自己負担額　～13,000 円

＜女性コース＞
補助上限額　　37,000 円
自己負担額　～15,900 円

※出水総合医療センターのみ実施

補助上限額　　27,000 円
自己負担額　～12,000 円

指定医療機関 出水総合医療センターまたは市が指定した市内医療機関 出水総合医療センター

市
外
医
療
機
関

補助額

＜一般コース＞
補助上限額　23,000 円

（18,000 円※）

＜女性コース＞
補助上限額　26,000 円

（21,000 円※）

＜大腸コース＞
補助上限額　29,000 円

（24,000 円※）
※は、特別料金対象者の場合。
　詳しくは、ＪＡ鹿児島いずみ生活燃料課にお問い合わせください。

指定医療機関 農協厚生連健康管理センター

 本庁市民生活課健康保険係（⑥番窓口）（☎ 63 － 4041）
　 高 尾 野 支 所 総 合 市 民 課（③番窓口）（☎ 82 － 5416）
　 野 田 支 所 総 合 市 民 課（①番窓口）（☎ 84 － 4813）
　ＪＡ鹿児島いずみ生活燃料課（☎ 64 － 2625）
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※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



　

12
月
10
日
（
日
）、
市
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
る「
出
水
音
楽
祭
」

に
出
演
を
希
望
す
る
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

参
加
資
格　

年
間
を
通
じ
市
内
で 

　

活
動
し
て
い
る
合
唱
ま
た
は
、

　

器
楽
合
奏
の
団
体

参
加
要
領　

出
演
に
要
す
る
経
費

　

は
、出
演
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

※
１
団
体
当
た
り
の
持
ち
時
間
・

　

出
演
順
番
等
は
、
出
演
団
体
で

　

組
織
す
る
実
行
委
員
会
で
決
定

　

し
ま
す
。

募
集
期
間　
５
月
１
日
（
月
）
～

　

６
月
30
日
（
金
）

 

市
中
央
公
民
館
に
備
え
て
あ

　

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
中
央
公
民
館

　
（
☎
�
２
１
０
６
）

　

市
で
は
、「
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」

や
「
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
」
な
ど

皆
さ
ん
の
ハ
ッ
ピ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
募
集
し
ま
す
。　

　

ハ
ッ
ピ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
誰

か
の
「
ハ
ッ
ピ
ー
」
を
み
ん
な
で

共
有
し
、み
ん
な
で
「
ハ
ッ
ピ
ー
」

に
な
ろ
う
と
い
う
取
組
で
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
広
報
紙
で
随
時
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

 

住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
記
入

　

の
上
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で

　

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場

　

合
は
本
庁
、
各
支
所
、
市
内
郵

　

便
局
、
Ｊ
Ａ
各
事
業
所
等
に
設

　

置
し
て
あ
る
「
市
長
へ
の
手
紙

　

専
用
封
筒
」
を
使
用
す
れ
ば
、

　

郵
便
料
金
は
不
要
で
す
。

・

 

本
庁
企
画
政
策
課
秘
書

　

広
報
係
（
☎
�
４
０
２
１
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

kikaku_c@
city.

　

izum
i.kagoshim

a.jp

　

大
川
内
小
学
校
で
は
、
毎
年
４

月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
校
庭
の

上
を
た
く
さ
ん
の
こ
い
の
ぼ
り
が

泳
ぎ
ま
す
。
自
宅
で
眠
っ
て
い
る

こ
い
の
ぼ
り
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
寄
付
し
て
い
た
だ
け
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・

 

大
川
内
小
学
校

　
（
☎
�
２
１
０
０
）

　

県
で
は
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式

へ
の
参
列
を
希
望
さ
れ
る
遺
族
の

方
を
募
集
し
ま
す
。

 

８
月
15
日
（
火
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り

　

ま
す
。

 

日
本
武
道
館

　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

対
象
者

○
戦
没
者
の
配
偶
者
お
よ
び
三
親

　

等
内
の
遺
族

○
一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
お

　

よ
び
三
親
等
内
の
遺
族

※
過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い

　

方
を
優
先
し
ま
す
。

※
「
次
世
代
へ
の
継
承
」
と
い
う

　

観
点
か
ら
18
歳
未
満
の
遺
族
も

　

募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間　

 

５
月
１
日
（
月
）

　

～
同
31
日
（
水
）

募
集
人
員　
65
人
（
県
全
体
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
選
考
と

　

な
り
ま
す
。

 

・

 

本
庁
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
（
☎
�
４
０
８
５
）

　

県
庁
社
会
福
祉
課
（
☎
０
９
９

　

－

２
８
６

－

２
８
３
０
）

　

２
０
１
８
年
度
（
来
年
度
）
の

補
助
事
業
導
入
に
向
け
て
鹿
児
島

県
と
協
議
す
る
た
め
、
次
の
事
業

の
実
施
希
望
が
あ
る
方
は
、
本
庁

農
政
課
に
参
考
資
料
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

農
業
・
農
村
活
性
化
推
進
施
設
等

整
備
事
業
（
県
補
助
事
業
）

○
産
地
づ
く
り
対
策
事
業

１
栽
培
施
設
の
整
備

　

お
お
む
ね
30
ア
ー
ル
以
上
の
被

　

覆
栽
培
施
設
（
ハ
ウ
ス
）
整
備

　
（
水
稲
に
係
る
施
設
お
よ
び
茶

　

防
霜
施
設
の
整
備
を
除
く
。）

２
省
力
化
機
械
等
の
整
備 

　

乗
用
田
植
機
、
大
型
防
除
機
、

　

樹
木
粉
砕
機
、
乗
用
草
刈
機
等

３
土
づ
く
り
用
施
設
・
機
械
の
整
備

　

簡
易
堆
肥
舎
、
堆
肥
散
布
機
、

　

深
耕
用
機
械
等

※
１
・
２
・
３
に
共
通
す
る
採
択
要

　

件
等

事
業
主
体　

営
農
集
団
（
３
戸
以

　

上
）
で
あ
り
、
共
同
利
用
が
推

　

進
さ
れ
る
も
の

※
対
象
作
物
：
水
稲
ま
た
は
「
園

　

芸
産
地
活
性
化
プ
ラ
ン
」
に
位

　

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
作
物
（
野

　

菜
・
果
樹
）
な
ど

※
導
入
す
る
機
械
・
施
設
等
に

こ
い
の
ぼ
り
募
集

募
　
　
　集

募
　
　
　集

「
出
水
音
楽
祭
」
の
出
演

団
体
募
集

ハ
ッ
ピ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ

募
集

全
国
戦
没
者
追
悼
式
の

参
加
者
を
募
集

農
業
関
係
補
助
事
業

実
施
希
望
者
を
募
集

　

よ
っ
て
個
別
に
要
件
あ
り

補
助
率　

事
業
費
に
対
し
県
３
分

　

の
１
以
内
、
市
６
分
の
１
以
内

提
出
期
限　
６
月
16
日
（
金
）

参
考
資
料　

経
営
面
積
概
況
、
カ

　

タ
ロ
グ
、
見
積
書
等

○
鳥
獣
被
害
対
策
実
践
事
業
（
国

　

補
助
事
業
）

事
業
内
容　

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
用

　

電
気
柵
、
金
網
柵
の
整
備

管
理
主
体　

面
的
集
積
が
あ
る
３

　

戸
以
上
の
農
家
で
組
織
す
る
管

　

理
組
合

補
助
率

直
営
施
工
の
場
合　

資
材
費
へ
の

　

定
額
補
助
（
上
限
あ
り
）

請
負
施
工
の
場
合　
２
分
の
１
以

　

内
（
上
限
あ
り
）

面
積
要
件　

な
し

提
出
期
限　
６
月
16
日
（
金
）

参
考
資
料　

受
益
農
家
一
覧
、
被

　

害
状
況
実
態
調
査
表
、
被
害
写

　

真
等

※
活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農

　

対
策
事
業
は
、
次
回
の
要
望
調

　

査
が
２
０
１
９
年
度
（
再
来
年

　

度
）
の
事
業
に
対
す
る
調
査
で

　

す
。
詳
細
が
分
か
り
次
第
、
広

　

報
い
ず
み
に
掲
載
予
定
で
す
。

 

本
庁
農
政
課
農
業
振
興
係

　

 

（
☎
�
４
１
２
３
）

15 14広報いずみ2017（平成29年）５月 広報いずみ2017（平成29年）５月



　

市
で
は
、
阿
久
根
市
、
長
島
町

と
と
も
に
広
域
的
に
ご
み
を
減
量

す
る
た
め
に
、
２
市
１
町
一
体
と

な
り
「
ご
み
減
量
大
作
戦
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
市
民
、
事
業
者
お
よ
び
市

が
一
体
と
な
っ
て
、
ご
み
の
減

量
、
再
資
源
化
お
よ
び
再
利
用
等

を
推
進
す
る
た
め
の
意
見
を
述
べ

る
機
関
と
し
て
、
公
的
団
体
等
の

代
表
者
、
学
識
経
験
者
お
よ
び
公

募
に
よ
る
委
員
10
人
で
組
織
さ
れ

る
「
出
水
市
ご
み
減
量
推
進
協
議

会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
新
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
２
人

応
募
資
格

○
満
20
歳
以
上
で
、
市
内
に
居
住

　

し
て
い
る
こ
と
。

○
年
４
回
程
度
開
催
す
る
会
議
に

　

参
加
で
き
る
こ
と
（
会
議
は
、

　

平
日
の
昼
間
を
予
定
し
て
い
ま

　

す
）。

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

 

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
本
庁
お
よ
び
各
支

市
ご
み
減
量
推
進
協
議

会
委
員
を
募
集

　

所
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

　

た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考
方
法　

書
類
審
査
で
選
考
し

　

ま
す
。

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
そ
れ

　

ぞ
れ
通
知
し
ま
す
。

応
募
期
限　
５
月
22
日
（
月
）

※
必
着

・

 

〒
８
９
９

ー

０
２
９
２

　

出
水
市
緑
町
１
番
３
号

　

市
民
福
祉
部
生
活
環
境
課

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
８
１
２
６
）

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

kankyou_c@
city.izum

i.　

　

kagoshim
a.jp

　

本
庁
生
活
環
境
課
生
活
環
境　

　

係
（
☎
�
４
０
４
２
）

　

市
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
に
姉

妹
都
市
の
大
韓
民
国
順
天
市
に
、

中
学
生
・
高
校
生
を
派
遣
し
ま
す
。

派
遣
時
期　
８
月
３
日
（
木
）
～

　

同
６
日
（
日
）

派
遣
場
所　

大
韓
民
国
順
天
市　

　
（
ス
ン
チ
ョ
ン
シ
）

派
遣
人
数　
21
人

内
容　

順
天
市
の
中
学
生
と
の
交

　

流
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
順
天
湾

　

見
学
等

対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

　

中
学
１
年
生
～
高
校
２
年
生

申
込
期
限　
５
月
10
日
（
水
）

 

市
内
の
中
学
校
に
通
う
生
徒

　

は
、
学
校
か
ら
配
布
し
た
「
大

　

韓
民
国
・
順
天
市
派
遣
参
加
申

　

込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
外
に
通
学
し
て
い
る
中
学
生

　

お
よ
び
市
内
外
に
通
学
し
て
い

　

る
高
校
生
は
、
生
涯
学
習
課
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　

応
募
者
が
定
員
を
超

　

え
た
場
合
は
、
昨
年
度
の
交
流

　

事
業
に
参
加
し
た
家
庭
の
生
徒

　

を
優
先
し
、
選
考
し
ま
す
。

本
庁
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

【
２
０
１
５
年
度
の
青
少
年
交
流

事
業
の
様
子
】

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
の
促
進
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
計
画
（
第
二

次
出
水
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
）
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、「
市
男
女
共
同
参

画
審
議
会
」
の
設
置
に
向
け
、
委

員
の
一
部
を
募
集
し
ま
す
。
審
議

会
で
は
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、

基
本
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
調

査
、
審
議
し
、
そ
の
結
果
や
意
見

を
報
告
し
ま
す
。

募
集
人
員　
３
人
以
内

応
募
資
格
（
次
の
条
件
を
全
て
満

　
た
す
こ
と
）

○
市
内
に
居
住
ま
た
は
市
内
の
事

　

業
所
に
勤
務
し
、
男
女
共
同
参

　

画
の
推
進
に
意
欲
の
あ
る
満
20

　

歳
以
上
の
方

○ 

平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
年

　

３
回
程
度
の
審
議
会
に
出
席
で

　

き
る
方

※
市
の
他
の
附
属
機
関
の
委
員
に

　

委
嘱
さ
れ
て
い
な
い
方
を
優
先

　

し
ま
す
。

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

募
集
期
間　
５
月
１
日
（
月
）
～

　

同
19
日
（
金
）

 

所
定
の
応
募
用
紙
に
住
所
、
氏

　

名
、
生
年
月
日
、
略
歴
、
応
募

　

の
動
機
を
記
入
の
上
、
持
参
、

　

郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は

　

Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
企
画
政
策
課
に

　

準
備
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

本
庁
企
画
政
策
課
総
合
政
策

　

係
（
☎
�
４
０
３
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

�
４
０
３
０
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

kikaku_c　
　
　

　

＠city.izum
i.kagoshim

a.jp

大
韓
民
国
順
天
市
の
中

学
生
と
交
流
し
ま
せ
ん
か

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委

員
を
募
集
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県
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
役
に
な
る
人
材
を
養
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
必
要
な
基
礎
知
識
を
学
ぶ

た
め
の
連
続
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

内
容

第
１
回 

６
月
10
日
（
土
） 

○
デ
ー
タ
で
読
み
取
る
鹿
児
島
県

　

男
女
共
同
参
画
の
現
状
と
課
題

○
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
基

　

本
的
な
考
え
方

第
２
回 

６
月
17
日
（
土
）

○
男
女
共
同
参
画
と
人
権

第
３
回 

６
月
24
日
（
土
）

○
「
私
」
を
振
り
返
り
「
私
」　

　

に
出
会
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

第
４
回 

７
月
１
日
（
土
） 

○
地
域
福
祉
と
男
女
共
同
参
画

講
師　

　

た
も
つ　

ゆ
か
り
さ
ん
（
オ
フ

　

ィ
ス
ピ
ュ
ア
代
表
・
鹿
児
島
県
男

　

女
共
同
参
画
審
議
会
副
会
長
）

　

髙
﨑　

恵
さ
ん
（
オ
フ
ィ
ス
ピ

　

ュ
ア
・
多
様
性
ト
レ
ー
ナ
ー　
　

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

 

毎
回　

午
後
１
時
15
分
～　

　

同
４
時
45
分

 

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ

　

ー
東
棟
大
研
修
室
１
（
鹿
児　

　

島
市
山
下
町
14
番
50
号
）

受
講
資
格　

原
則
と
し
て
、
毎
回

　

受
講
で
き
る
方
（
県
男
女
共
同

　

参
画
地
域
推
進
員
の
要
件
の
１

　

つ
に
、
こ
の
基
礎
講
座
の
修
了

　

が
あ
り
ま
す
）

 

無
料
（
託
児
あ
り
）

定
員　
60
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
６
月
３
日
（
土
）

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
に

　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
全
講
座
を
受
講
予
定
の
方
で
、

　

本
講
座
を
初
め
て
受
講
さ
れ
る

　

方
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
交
通

　

費
を
支
給
し
ま
す
の
で
、
企
画

　

政
策
課
（
☎
�
４
０
３
６
）
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

・

 

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参

　

画
セ
ン
タ
ー
（
か
ご
し
ま
県
民

　

交
流
セ
ン
タ
ー
男
女
共
同
参
画

　

推
進
課
）

　

〒
８
９
２

－

０
８
１
６　

鹿
児

　

島
市
山
下
町
14
番
50
号
（
☎
０

　

９
９

－

２
２
１

－

６
６
０
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９

－

２
２
１

－

６

　

６
４
０
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

p-harm
ony　

　

　

＠pref.kagoshim
a.lg.jp

男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座

掲
載
の
決
定　

広
告
の
内
容
を
審

　

査
し
、
掲
載
が
適
当
と
認
め
ら

　

れ
る
申
込
者
の
中
か
ら
、
市
内

　

に
店
舗
・
営
業
所
等
を
有
す
る

　

方
を
優
先
し
、
先
着
順
で
決
定

　

し
ま
す
。

・

 

本
庁
総
務
課
庶
務
法
制

　

係
（
☎
�
４
１
２
４
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

som
uka_c

　

@
city.izum

i.kagoshim
a.jp

　

市
で
は
、
文
書
発
送
用
封
筒
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
封
筒
広
告
は
、
封
筒
の
作

成
費
用
の
一
部
を
広
告
主
に
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
自
主
財
源

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

※
作
成
し
た
封
筒
は
、
本
市
内
外

　

に
多
数
送
付
さ
れ
ま
す
。

 

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
広
告
内
容
の
電
子
デ
ー
タ
を
Ｅ

　

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

応
募
期
限　
５
月
19
日
（
金
）

封
筒
に
掲
載
す
る
広
告

を
募
集

封筒の種別 広告掲載枚数
（封筒作成枚数）※１ 募集枠 広告の大きさ・色

※２
広告１枠の料金
（消費税込み）

角２封筒
（図面封筒） 40,000 枚 ８枠 縦６ × 横 10 ㎝

・白地に紺色 36,000 円

長３封筒
（中封筒） 60,000 枚 ４枠 縦４．８ × 横９ ㎝

・白地に紺色 41,000 円

※１　この広告入り封筒は、おおむね１年以内に使い切りますが、各課在庫等の　　
　関係で１年以内で使い切らないこともあります。
※２　複数枠を利用することができます（広告料は １枠の料金 × 枠数 となります）。

 

◆  こ の 封 筒 は 、 広 告 主 の 御 協 力 に よ り 作 成 さ
れ て い ま す 。 ◆  

広 告

広 告広 告

広 告

広 告

広 告

広 告

広 告

広 告

広 告

▷
長
３
封
筒

▷
角
２
封
筒

広報いずみを
スマートフォンで♪

※アプリの使用は無料で
　すが、通信費は自己負
　担になります。
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募集項目 応募資格 受付期間 試   験   日

　１８歳以上２１歳未満の者
高卒者(見込含)

または、高専３年次修了者(見込含)

９月５日(火)
～２９日(金)

　１次　　９月２３日(土)
　２次　１０月２８日(土)・２９日(日)

９月５日(火)
～７日(木)

９月５日(火)
～２９日(金)

平成３０年
１月２０日(土)
～２６日(金)

随時 　受付時にお知らせします。

防衛大学校学生
(推薦)

　１８歳以上２１歳未満の者
　高卒者(見込含)または高専３年次修了者(見込含)で
成績優秀かつ生徒会活動等に顕著な実績を修め、学校
長が推薦できる者

　９月２３日(土)・２４日(日)

自衛官候補生（女子）

※応募資格年齢の起算日は、募集種目ごとに異なっていますので、それぞれの募集要項でご確認ください。
                          ≪自衛隊鹿児島地方協力本部公式イメージキャラクター≫

防衛大学校学生
（一般前期）

　１次　１１月４日(土)・５日(日)
　２次　１２月５日(火)～９日(土)

防衛医科大学校 医学科学生
　１次　１０月２８日(土)・２９日(日)
　２次　１２月１３日(水)～１５日(金)

防衛医科大学校 看護学科学生
　１次　１０月１４日(土)
　２次　１１月２５日(土)・２６日(日)

防衛大学校学生
（一般後期）

１８歳以上２１歳未満の者
(自衛官は２３歳未満)

高卒者(見込含)
または、高専３年次修了者(見込含)

　１次　平成３０年２月１７日(土)
　２次　平成３０年３月９日(金)

２０１７年度　自衛官等募集案内

自衛官候補生（男子）

　
　１８歳以上

　２７歳未満の者

一般曹候補生

防衛大学校学生
(総合選抜)

　１次　　９月１６日(土)～１８日(月)
　２次　１０月　５日(木)～１１日(水)
　※上記の他に設定する場合があります。
　　その場合は自衛官募集ＨＰでお知らせします。

航 空 学 生
海：１８歳以上２３歳未満
　　高卒(見込含)または高専３年次修了者(見込含)
空：１８歳以上２１歳未満
　　高卒(見込含)または高専３年次修了者(見込含)

　１次　　９月１８日(月)
　２次　１０月１７日(火)～２２日(日)
　３次　１１月１８日(土)～１２月２１日(木)

７月１日(土)
～９月８日(金)

その気持ちが、この国を守るチカラになる。

陸海空自衛官募集
【問い合わせ先】そうだ！ここに聞いてみよう！！

防衛省鹿児島地方協力本部薩摩川内出張所（☎０９９６－２２－２４０１）

本庁政策経営部安全安心推進課（☎６３－２１１１）

リックン（長男） カイクン（次男） クウクン（三男）

おれ、 わたし、 自衛官になる。

中
なかぐま

熊  小
さ よ こ

夜子さん（68）
出水市の好きなところは？
　毎年飛来する万羽鶴を見る
ことができ、季節ごとに咲く
花々を眺められ、安くておい
しい料理を食べることができ
る。
出水市に望むことは？
　子供たちが遊べる場所が少
ない様に思います。１日遊べ
て過ごせる安全な公園・遊園
地があったらいいですね。

浜
は ま だ

田　家
か と む

富さん（62）
出水市の好きなところは？
　出水平野に毎年飛来し美し
く舞い、また、早朝飛び立つ
鶴は優雅です。
出水市に望むことは？
　自然を大切にしながら、企
業や大学等の積極的誘致で活
気ある街づくりを期待
ひと言　３年前に帰郷、１年
前に退職し、田舎暮らしをエ
ンジョイしています。

増
ま す だ

田 めぐみさん（37）
出水市の好きなところは？
　山や海が近く、ドライブや
ツーリングがしやすいとこ
ろ。
出水市に望むことは？
　若い人が出水に残れる様
なところにしてほしい。
ひと言
　今日も安全運転でお願い
します！

岩
いわした

下　哲
て つ や

也さん（27）
出水市の好きなところは？
　鶴の越冬休遊地のほか武
家屋敷など観光産業にも力
を入れていて、自然豊かで住
みやすいところ。
出水市に望むこは？
　休日、友人や家族で過ごせ
るレジャー施設を整備建設
してほしい。
ひと言　出水に BIG UP！

リックン（長男） カイクン（次男） クウクン（三男）

≪自衛隊鹿児島地方協力本部公式イメージキャラクター≫
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※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



　

市
で
は
、
男
女
が
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
合
い
、
性
別
に
か
か
わ

ら
ず
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
、
出
水
市
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

な
ぜ
推
進
条
例
が
必
要

　

市
で
は
、
２
０
０
８
年
３
月
に

第
一
次
出
水
市
男
女
共
同
参
画
計

画
を
策
定
し
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割

分
担
意
識
や
こ
れ
に
基
づ
く
社
会

的
制
度
や
慣
行
が
依
然
と
し
て
存

在
し
て
い
ま
す
。
配
偶
者
等
に
対

す
る
暴
力
な
ど
人
権
を
侵
害
す
る

問
題
も
い
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
真

の
男
女
平
等
の
達
成
の
た
め
に

は
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
な

ど
社
会
情
勢
が
変
化
す
る
中
で
、

男
女
が
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
主
体

的
に
行
動
す
る
こ
と
が
一
層
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
市
、
市
民
、
事
業
者
等

が
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
一
層
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

 

本
庁
企
画
政
策
課
総
合
政
策

　

係
（
☎
�
４
０
３
６
）

　

自
伐
型
林
業
推
進
の
一
環
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
竹
材
加
工

業
者
へ
竹
材
を
搬
入
し
た
際
に
、

市
が
補
助
を
行
い
ま
す
。
補
助
を

受
け
る
と
買
い
取
り
価
格
が
１
㎏

当
り
最
高
10
円
に
な
り
ま
す
。（
住

民
票
の
住
所
が
出
水
市
の
方
に
限

り
ま
す
。）

　

補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
本

庁
農
林
水
産
整
備
課
ま
た
は
加
工

業
者
に
備
え
付
け
て
あ
る
同
意
書

に
必
要
事
項
を
記
入
押
印
の
上
、

運
転
免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
を

提
示
し
、
業
者
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
竹
材
搬
出
に
あ
た
っ
て
は
、
所

　

有
者
お
よ
び
近
隣
住
民
に
迷
惑

　

が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
十
分
注

　

意
し
て
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ

　

い
。

 

農
林
水
産
整
備
課
林
務
水
産

　

係
（
☎
�
４
１
３
４
）

し
た
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

出
水
地
区

○
荒
木
妙
子
氏
○
吉
田
一
郎
氏

○
井
手
上
正
弘
氏
○
﨑
元
健
一
氏

○
西
尾
久
子
氏

高
尾
野
地
区

○
井
手
上
文
雄
氏
○
家
村
照
子
氏

野
田
地
区

○
平
中
す
み
子
氏
○
橋
口
靖
一
氏

　

次
の
日
程
で
、
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

 

６
月
１
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

市
中
央
公
民
館

　

高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン　

　

タ
ー

　

野
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

無
料

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応 

　

じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

※
法
務
局
で
は
、
休
日
を
除
き
人

　

権
相
談
所
を
常
設
し
て
い
ま　

　

す
。

 

市
民
生
活
課
住
民
年
金
係　

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
４
８
１
３
）

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

２
３

　

０
０
）

　

住
民
の
苦
情
や
意
見
を
聴
き
、

行
政
と
の
間
に
立
っ
て
公
正
・
中

立
の
立
場
か
ら
解
決
を
目
指
す
た

め
、
総
務
省
の
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
に
よ
る
巡
回
行
政
相

談
所
が
、
次
の
日
程
で
開
設
さ
れ

ま
す
。

　

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、

相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

 

５
月
23
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

市
中
央
公
民
館

行
政
相
談
委
員
（
出
水
会
場
）

 　
　
　
　
　
　

滝
本
俊
治
さ
ん

 　
　
　
　
　
　
（
茶
円
堀
）

 　
　
　
　
　
　

☎
�
０
０
８
０

 　
　
　
　
　
　

濵
島
洋
子
さ
ん

 　
　
　
　
　
　
（
名
古
中
）

 　
　
　
　
　
　

☎
�
０
２
３
５

 

５
月
23
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

 

高
尾
野
支
所　

会
議
室

行
政
相
談
委
員
（
高
尾
野
会
場
）

 　
　
　
　
　
　

樋
口
孝
志
さ
ん

　
　
　
　
　
　

 

（
木
牟
礼
）

 　
　
　
　
　
　

☎
�
５
６
４
３

 

５
月
23
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
正
午

 

野
田
支
所
市
民
相
談
室

行
政
相
談
委
員
（
野
田
会
場
）

 　
　
　
　
　
　

冨
田
宏
さ
ん

 　
　
　
　
　
　
（
西
通
）

 　
　
　
　
　
　

☎
�
２
２
３
８

 

無
料

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

１
９
４
８
年
に
政
令
に
基
づ
い
て

人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら

れ
、
翌
１
９
４
９
年
６
月
１
日
に

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
民
の
基
本

的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
民
間

人
に
よ
る
人
権
擁
護
機
関
が
誕
生

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
我
が
国
に
お

け
る
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま

り
で
す
。

　

本
市
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

相
　
　
　談

相
　
　
　談

巡
回
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

を
制
定

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

竹
材
搬
出
促
進
支
援
事
業
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市
政
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

 

６
月
２
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
開
会

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

内
容　

今
年
度
の
市
の
施
策
に
つ

　

い
て
説
明
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

自
治
会
長
お
よ
び
参
加

　

を
希
望
さ
れ
る
方

参
加
方
法

　

自
治
会
長
以
外
で
、
参
加
を
希

　

望
さ
れ
る
方
は
、
説
明
資
料
を

　

準
備
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
企
画
政
策
課
秘
書
広
報

　

係
（
☎
�
４
０
２
１
）

　

道
路
沿
い
の
生
け
垣
や
植
木
、

防
風
林
等
の
枝
が
道
路
上
に
は
み

出
し
、
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
は
み
出
し
樹
木
等
が
原

因
で
車
両
や
歩
行
者
に
事
故
が
発

生
し
た
場
合
、
民
法
７
１
７
条
ま

た
は
道
路
法
第
43
条
に
よ
り
樹
木

の
所
有
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に

せ
ん
定
や
枝
払
い
を
お
願
い
し
ま

　

市
で
は
、
１
９
８
１
年
（
昭
和

56
年
）
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

の
、
地
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
等

の
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
お
よ

び
耐
震
改
修
工
事
に
か
か
る
費
用

の
一
部
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付

す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
４
月
１
日
か
ら
限
度
額
が
変
更

　

に
な
り
ま
し
た
。

○
耐
震
診
断

　

補
助
率　

３
分
の
２

　

限
度
額　

６
万
円

○
耐
震
改
修
工
事

　

補
助
率　

23
㌫

　

限
度
額　

30
万
円 

※
対
象
と
な
る
住
宅
、
補
助
要
件

　

な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

　

耐
震
診
断
・
改
修
工
事
を
実
施
す

　

る
前
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
都
市
計
画
課
建
築
係

　
（
☎
�
４
０
６
５
）

市
政
説
明
会
を
開
催

す
。

　

ま
た
、
道
路
上
の
不
法
な
置
き
看

板
、
駐
輪
、
商
品
陳
列
な
ど
は
美
観

を
損
ね
、
通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま

す
。
道
路
は
、
常
に
広
く
美
し
く
安

全
に
利
用
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

　

現
在
、
市
で
は
約
７
４
６
キ
ロ
㍍

の
市
道
を
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
道

路
管
理
が
隅
々
ま
で
追
い
つ
か
な
い

実
情
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
自
宅
周

辺
の
道
路
の
草
取
り
や
ゴ
ミ
拾
い
な

ど
、
環
境
美
化
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
除
草
剤
の
影
響
と
思
わ
れ

る
道
路
法の
り
め
ん面
や
路
肩
の
崩
れ
が
見
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
除
草

剤
の
使
用
に
つ
い
て
は
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

道
路
に
関
す
る
相
談
等
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
道
路
河
川
課
維
持
係

　
（
☎
�
４
０
６
９
）

　

道
路
へ
の
樹
木
の
は
み

出
し
等
は
除
去
を

身近な道路や水路を自分たちの手で整備しませんか？
市では、住生活環境や農地環境の向上のために、地域住民が協働で行う道路や水路の整備に対して助成を行っています。

事業名 里道等整備地域支援事業 農業用施設整備地域支援事業

対象となる
道路・水路

道　路
○通行されている里道または私道であるこ

と※袋小路の私道は対象外
○関係者全員から整備の要望がなされてい

ること
○宅地開発において整備された私道は、整

備後 20 年以上経過していること
水　路
　公有財産の水路およびこれと一体となっ
た水路であること

○農業生産に必要な公有財産または土地改良区の道
路・水路であって、農業用として利用されている
こと

○受益農地面積が 0.2 ヘクタール以上の農業用施設
であること

○農地受益者全員から整備の要望がなされているこ
と

助成内容
　道路および水路の整備に係る資材および機械の借り上げ料を支援します。
　（ 例 ：舗装用アスファルト、生コン、砂利、側溝製品などの建設資材）
　機械借り上げ料（オペレーター等の人件費を除く）※いずれも 30 万円が限度。

問い合わせ先 道路河川課維持係
（☎ 63 － 4069）

農林水産整備課基盤整備係
（☎ 63 － 4133）

※支給基準により支給できない場合がありますので、詳しくは各担当窓口にお問い合わせください。

自
宅
の
健
康
診
断
を
し

ま
せ
ん
か
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出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
高
尾

野
診
療
所
で
は
、
４
月
か
ら
メ
モ

リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク（
毎
週
月
曜
日
）

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

メ
モ
リ
ー
は
「
記
憶
」
と
い
う

意
味
で
す
が
、
最
近
「
忘
れ
っ
ぽ

く
な
っ
た
」「
思
い
出
せ
な
い
こ

と
が
多
く
な
っ
た
」
な
ど
ご
心
配

な
方
の
ご
相
談
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
ま
た
「
父
や
母
が
最
近
物
忘

れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
」
な
ど

と
思
っ
て
い
る
方
は
一
緒
に
メ
モ

リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
受
診
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

 

毎
週
月
曜
日　

午
後
１
時
30

　

分
～
同
４
時

 

高
尾
野
診
療
所

○
診
察
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の

　

で
１
日
２
人
の
診
察
で
す
。

診
察
医　

今
村
純
一
（
脳
神
経
外

　

科
専
門
医　

日
本
認
知
症
学
会

　

専
門
医　

脳
卒
中
学
会
専
門
医
）

○
完
全
予
約
制
で
す
。

○
か
か
り
つ
け
医
の
あ
る
方
は
、

　

受
診
の
際
に
紹
介
状
を
ご
持
参

　

く
だ
さ
い
。

○
一
緒
に
生
活
さ
れ
て
い
る
方
の

　

同
伴
が
必
要
で
す
。

・

 

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

高
尾
野
診
療
所

高
尾
野
診
療
所
に
メ
モ

リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設

　
（
☎
�
０
０
１
７
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談

は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
熊
本
国
税
局
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。「
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
」
ご
利
用
の
際
の
手
順

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話
す
る
。

○
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
番
号

　
「
１
」
を
選
択
し
ま
す
。

※
税
務
署
か
ら
の
お
尋
ね
に
対
す

　

る
問
い
合
わ
せ
や
納
付
相
談
ま

　

た
は
職
員
に
ご
用
の
あ
る
方
は

　

番
号
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ

　

さ
い
。

○
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
相
談

　

し
た
い
内
容
の
番
号
を
次
の
中

　

か
ら
選
択
し
ま
す
。

①
個
人
の
年
金
や
事
業
な
ど
の
所

　

得
税

②
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収
ま
た
は

　

年
末
調
整

③
相
続
税
や
贈
与
税
ま
た
は
譲
渡
所

　

得
④
法
人
税

⑤
消
費
税
や
印
紙
税

⑥
そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ
な
ど

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

税
に
関
す
る
税
務
署
で
の
相
談

は
、
事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
相
談
内
容
に
よ
り
具
体
的
書

類
や
事
実
関
係
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
な
ど
、
電
話
等
で
の
回
答

が
困
難
な
場
合
に
は
、
事
前
に
相

談
日
時
等
の
予
約
を
受
け
付
け
た

上
で
、
所
轄
の
税
務
署
で
相
談
を

受
け
ま
す
。

　

予
約
の
際
に
は
、
お
名
前
・
ご

住
所
・
相
談
内
容
等
を
お
伺
い
し

ま
す
。
な
お
、
税
金
の
納
付
相
談

は
、
事
前
の
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

 
出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

公
益
社
団
法
人
北
薩
法
人
会
に

よ
る
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

講
師
は
、
出
水
税
務
署
法
人
課

税
部
門
統
括
国
税
調
査
官
の
原
口

武
敏
氏
と
Ｍ
Ｂ
Ｃ
タ
レ
ン
ト
の
榮

德
多
賀
子
氏
で
す
。

 

５
月
29
日
（
月
）

　

午
後
４
時
30
分
～
同
午
後
６
時

 

ホ
テ
ル
キ
ン
グ

 

無　

料

※
定
員
１
０
０
人

 

北
薩
法
人
会
事
務
局

　
（
☎
�
１
３
３
８
）

　

自
動
車
税
は
５
月
31
日
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
！

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ

れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
（
使

用
者
）
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

で
す
。
今
年
の
納
期
限
は
５
月
31

日(

水)

で
す
。

　

５
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
納
税
方
法

　

金
融
機
関
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
、

　

ペ
イ
ジ
ー
納
付
の
ほ
か
、
ご
自

　

宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

　

ォ
ン
か
らY

ahoo!

公
金
支
払

　

い
の
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

　

付
が
で
き
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

V
ISA

、M
asterCard

、JCB

、

ダ
イ
ナ
ー
ス
、Am

ericanExp
ress

な
ど

※
利
用
期
間　

５
月
８
日(

月)

　

～
同
31
日(

水)
 

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車

　

税
課
（
☎
０
９
９

ー

２
６
１

ー

　

５
６
１
１
）
ま
た
は
最
寄
り
の

　

地
域
振
興
局
・
支
庁
県
税
課

国
税
に
関
す
る
一
般
的

な
相
談
は
「
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
」
へ

税
務
署
で
の
ご
相
談
は

予
約
を

北
薩
法
人
会
の
記
念
講

演
会
開
催

自
動
車
税
の
納
付

　

県
で
は
、
体
の
不
自
由
な
方
な

ど
が
使
用
さ
れ
る
自
動
車
に
つ
い

て
、
自
動
車
税
と
自
動
車
取
得
税

の
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
、
対
象
と
な

る
障
害
の
範
囲
に
該
当
す
れ
ば
、

減
免
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
減
免
額
の
例　

　

自
動
車
税
減
免
上
限
額　
　
　

　

４
万
５
千
円

※
た
だ
し
、
グ
リ
ー
ン
化
特
例
に

　

よ
る
増
額
対
象
車
は
４
万
９
５

　

０
０
円
ま
た
は
５
万
１
７
０
０

　

円
（
減
免
上
限
額
を
超
え
る
差

　

額
に
つ
い
て
は
自
己
負
担
と
な

　

り
ま
す
。）

○
税
額
や
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車

　

税
課
（
☎
０
９
９

ー

２
６
１

ー

　

５
６
１
１
）
ま
た
は
最
寄
り
の

　

地
域
振
興
局
・
支
庁
県
税
課

自
動
車
税
等
の
減
免
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２０１７年度 出水市中央公民館前期公民館講座のご案内 

リンパドレナージュ講座【託児付き】 のびのび子育て講座【託児付き】 
 

心身の健康のために、リンパの流れを知り身体の内側
と外側からケアする方法を学びませんか？ 
◆対 象 18歳以上女性限定（高校生不可） 
◆定  員 15人 
◆開 催 日 6月20、27日・7月4、25日 

 8月1日（火曜日） 全5回 
◆開催時刻 午前9時30分～同11時30分 
◆開催場所 市民交流センター 多目的室 
◆受 講 料 無料 

 
子育てについて、みんなで楽しく先生方と一緒に

語り合い、考えてみませんか。いろいろなテーマを
ご用意しております。お父さまも大歓迎！ 
◆対 象 就学前の子供を持つ保護者 
◆定  員 20人 
◆開 催 日  7月1日・8月5、19日・9月9日 

（土曜日） 全４回 
◆開催時刻 午前10時00分～同11時30分 
◆開催場所 市中央公民館 学習室 
◆受 講 料 無料 

絵手紙講座 わくわくガーデニング講座 
 

～描いて楽しい、もらって嬉しい～ 
 真心溢れる一筆で受け取る人へ笑顔を届けます。和気あ
いあい、1回1枚のペースで自由に描いていただきます。 
♦対  象 18歳以上（高校生不可） 
♦定  員 20人 
♦開 催 日 7月1、8、29日 

8月5、12日（土曜日) 全5回 
♦開催時刻 午後１時30分～同３時30分 
♦開催場所 市中央公民館 学習室 
♦受 講 料 材料代2,000円（5回分） 

   
苔玉、かわいい寄せ植え作りや多肉植物の表札など

を作っていきます。初心者の方も楽しめる内容をご用
意しております。 
◆対  象 18歳以上（高校生不可） 
◆定  員 25人 
◆開 催 日 6月3日・7月1日・8月5日 

9月2、30日（土曜日）全5回 
◆開催時刻 午後1時30分～同3時30分 
◆開催場所 市中央公民館 学習室 
◆受 講 料 材料代 1,000 円～1,500 円（1 回当たり） 

ANNIE SLOANペイントによる 

デコパージュ講座 【託児付き】 
宇宙の学校 

  
 デコパージュの楽しさ・素晴らしさを知り、生涯の趣
味にしてみませんか。初心者の方大歓迎！ 

♦対  象 18 歳以上（高校生不可） 

♦定  員 10 人 

♦開 催 日 6 月 26 日・7 月 3 日 

（月曜日）全 2 回 

♦開催時刻 午前 9 時 30 分～同 11 時 30 分 

♦開催場所 市中央公民館 学習室  

♦受 講 料 材料代3,000円（2回分） 

 

家庭にある不思議を親子で楽しく学びませんか？ 
小惑星探査機「はやぶさ」で注目されたJAXA（宇

宙航空研究開発機構）の協力で、出水市「宇宙の学校」
を開催します。親子で工作や実験を通して楽しく学
び、子供の好奇心や冒険心を育てましょう。 
◆対 象 市内在住の小学１～４年生の 

児童とその保護者 
◆定  員 20組（40人） 
◆開 催 日 7月15、29日・8月12日・9月2日 
      （土曜日）全4回 
◆開催時刻 午前10時～正午 
◆開催場所 市中央公民館 小ホール 
◆受 講 料 材料代 1家族2,000円（４回分） 

出水よさこい講座【託児付き】 フラダンス講座 

 よさこいの活発な踊りを通して、体力作り・仲間作り、

そしてみんなで一緒に出水を盛り上げていこうという講

座。運動量豊富で活気あふれる講座です。 
◆対 象 18歳以上（高校生不可） 
◆定 員 15人 
◆開 催 日 6月22、30日・7月7、13日 
      9月7、15、21、29日 

10月6、12日（木・金曜日）全10回 
◆開催時刻 午前10時～同11時30分 
◆開催場所 市民交流センター 多目的室 

◆受 講 料 鳴子
な る こ

代・衣装代として2,500円 

～リラックスできて運動不足解消～ 

 リズムに乗せてゆったりと体を動かし、心も体も心

地よくほぐします。運動量が多いので健康な体つくり

も目指せます。初心者の方大歓迎！ 
◆対 象 18歳以上の女性限定（高校生不可） 
◆定 員 20人  
◆開 催 日 6月15、22、29日 
      7月13、20、27日 

（木曜日）全6回 
◆開催時刻 午後７時30分～同８時30分 
◆開催場所 市中央公民館 学習室 
◆受 講 料 無料 

申込期限  ５月 21 日（日曜日）午後５時まで 

申込方法  電話またはＦＡＸでお申し込みください。 

開 講 式  各講座開催日の初日に行います。 

※各講座、原則として定員の半数以上の受講希望者がある場合に開講します。 

※１人で２講座以上申し込みができます。 

※募集定員を超えた場合は、出水市民であり初めて受講される方を優先し、抽選を行います。 

※託児付き講座について、託児をご希望の方は受講申し込みと合わせてお申し込みください。 

申・問 市中央公民館 ☎63-2106  FAX64-1105 
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荘・米ノ津・米ノ津東・高尾野地区
月  日 会　場 時　間

荘
・
米
ノ
津
地
区

5
月
９
日
（
火
）

荘上自治公民館 ９：30 ～ ９：40
荘下自治公民館 ９：45 ～ ９：55
瀉自治公民館 10：05 ～ 10：15
蕨島自治公民館 10：25 ～ 10：35
西新田自治公民館 13：30 ～ 13：40
今釜西自治公民館 13：45 ～ 13：55
今釜中自治公民館 14：00 ～ 14：10
今釜東自治公民館 14：15 ～ 14：25

米
ノ
津
東
・
米
ノ
津
地
区

5
月
10
日
（
水
）

切通自治公民館 ９：30 ～ ９：40
前田自治公民館 ９：50 ～ 10：00
櫓木自治公民館 10：10 ～ 10：20
針原自治公民館 10：30 ～ 10：40
関外自治公民館 10：50 ～ 11：00
中塩屋自治公民館 11：10 ～ 11：20
朝熊自治公民館 13：30 ～ 13：40
安原自治公民館 13：50 ～ 14：00
上ノ原自治公民館 14：10 ～ 14：20
平松上自治公民館 14：30 ～ 14：40

5
月
11
日
（
木
）

元町自治公民館 ９：30 ～ ９：40
米ノ津東自治公民館 ９：50 ～ 10：00
米ノ津前自治公民館 10：10 ～ 10：20
平松西自治公民館 10：30 ～ 10：40
平松東自治公民館 10：50 ～ 11：00
六月田中自治公民館 13：30 ～ 13：40
六月田下自治公民館 13：50 ～ 14：00
今村自治公民館 14：10 ～ 14：20
浜新田自治公民館 14：30 ～ 14：40
名古（漁村の家） 14：50 ～ 15：00

高
尾
野
地
区

5
月
12
日
（
金
）

千間山集落ｾﾝﾀｰ ９：20 ～ ９：30
上の原集落ｾﾝﾀｰ ９：40 ～ ９：50
上り立集落ｾﾝﾀｰ 10：00 ～ 10：15
松ケ野集落ｾﾝﾀｰ 10：25 ～ 10：35
大久保集落ｾﾝﾀｰ 10：45 ～ 10：55
本町集落ｾﾝﾀｰ 13：30 ～ 13：40
野添下集落ｾﾝﾀｰ 13：50 ～ 14：05
野添上集落ｾﾝﾀｰ 14：15 ～ 14：25
浦集落ｾﾝﾀｰ 14：35 ～ 14：45

5
月
16
日
（
火
）

柴引集落ｾﾝﾀｰ ９：15 ～ ９：30
大和集落ｾﾝﾀｰ ９：40 ～ ９：50
麓集落ｾﾝﾀｰ 10：00 ～ 10：10
中里集落ｾﾝﾀｰ 10：20 ～ 10：30
高尾野公民館 10：40 ～ 10：50
下高尾野上集落ｾﾝﾀｰ 13：30 ～ 13：40
下高尾野下集落ｾﾝﾀｰ 13：50 ～ 14：00
唐笠木集落ｾﾝﾀｰ 14：10 ～ 14：25

下水流・江内・野田・高尾野地区
月  日 会　場 時　間

下
水
流
・
江
内
地
区

5
月
17
日
（
水
）

上水流集落ｾﾝﾀｰ ９：20 ～ ９：30
西水流集落ｾﾝﾀｰ ９：40 ～ ９：50
東水流集落ｾﾝﾀｰ 10：00 ～ 10：15
下山集落ｾﾝﾀｰ 10：25 ～ 10：45
荒崎集落ｾﾝﾀｰ 13：40 ～ 13：50
尾野島浜集落ｾﾝﾀｰ 14：00 ～ 14：10
江内北部ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 14：20 ～ 14：30
東辺田集落ｾﾝﾀｰ 14：40 ～ 14：50

江
内
・
野
田
地
区

5
月
18
日
（
木
）

屋地公民館 ９：15 ～ ９：35
木牟礼集落ｾﾝﾀｰ ９：45 ～ ９：55
江内カントリーコア 10：05 ～ 10：25
連尺野構造改善ｾﾝﾀｰ 10：35 ～ 10：45
木串集落ｾﾝﾀｰ 10：55 ～ 11：00
餅井 地区集会施設 13：45 ～ 14：00
野田支所 駐車場 14：10 ～ 14：40

高
尾
野
・
野
田
地
区

5
月
19
日
（
金
）

本城地区多目的集会施設 ９：30 ～ ９：40
石坂集落センター ９：50 ～ 10：00
内野々下集落ｾﾝﾀｰ 10：10 ～ 10：20
内野々上集落ｾﾝﾀｰ 10：30 ～ 10：40
仮屋公民館 13：40 ～ 13：50
天神ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 14：00 ～ 14：10
大久公民館 14：25 ～ 14：35
上特手集会施設 14：50 ～ 15：00

5
月

21
日
（
日
）

野田支所駐車場 ９：30 ～ 10：15
高尾野支所駐車場 10：35 ～ 11：00

注射手数料（年１回）　3,400 円
○登録している犬の所有者には、狂犬病予防集合注射の
　案内および問診票を通知していますので、必ず問診票
　を持参してください。
※登録しているのに通知が届かない方や、問診票を紛失
　された方はご連絡ください。

○登録していない犬は、当日会場で登録（新規登録手数
　料 3,000 円）と注射ができます。
※日程表以外に、市内の動物病院でも接種および登録が
　できます。

 本庁生活環境課生活環境係（☎ 63 － 4042）

2017 年度　狂犬病予防集合注射５月分日程表
～４月から６月までは、狂犬病予防注射月間です。都合の良い会場で接種しましょう～

 
★鑑札と注射済票は、必ず

犬に着けましょう

★ふんの後始末は飼い主の

責任です。ふん害防止にご

協力ください。
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早
め
に
対
策
！

熱
中
症
を
予
防
し
よ
う

　

真
夏
に
起
こ
る
と
思
い
が
ち

な
熱
中
症
で
す
が
、
最
近
は

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
後
半
あ

た
り
か
ら
熱
中
症
で
救
急
搬
送

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
ま
だ

気
温
や
湿
度
の
変
化
に
体
が
慣

れ
な
い
こ
と
や
、
一
日
の
気
温

差
が
大
き
い
た
め
、
夏
ほ
ど
気

温
が
高
く
な
く
て
も
注
意
が
必

要
で
す
。

暑
く
な
る
前
の
準
備

～
暑
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り

　

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
～

　

本
格
的
に
暑
く
な
る
前
に
、

汗
が
出
や
す
く
体
温
調
整
し
や

す
い
体
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
に
は
、
運
動
が

効
果
的
で
す
。連
休
前
か
ら「
イ

ン
タ
ー
バ
ル
速
歩（
※
）」や「
や

や
き
つ
い
と
感
じ
る
運
動
」
を

一
日
当
た
り
15
分
～
30
分
、
週

に
３
～
４
日
、
４
週
間
ほ
ど
続

け
る
と
暑
さ
に
強
い
体
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

運
動
の
後
に
牛
乳
を
と
る
と
効

果
的
で
す
。

127

　

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
と
り
体
調
を
整
え
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
す
。
生
活
習
慣

病
な
ど
の
持
病
が
あ
る
人
は

し
っ
か
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
し
て

い
る
か
ら
と
言
っ
て
過
信
を
せ

ず
、
次
の
こ
と
に
気
を
配
り
ま

し
ょ
う
。

○
の
ど
が
渇
く
前
の
こ
ま
め
な

　

水
分
補
給
を
心
が
け
る

○
温
湿
度
計
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

○
外
出
時
の
着
帽

☆
出
か
け
る
と
き
は
、
車
の
中

　

で
の
熱
中
症
に
も
気
を
付
け

　

よ
う
！

※
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
…
３
分

　

間
の
「
早
歩
き
」
と
３
分
間

　

の
「
ゆ
っ
く
り
歩
き
」
を
交

　

互
に
行
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

　

方
法
で
す
。

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
６
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

は
じ
め
よ
う

　ぼ
く
に
も
で
き
る

　ご
み
ひ
ろ
い

江
内
小
学
校
一
年

　宇
藤

　潤
哉

ポ
イ
捨
て
は

　一
回
や
る
と

　止
ま
ら
な
い

米
ノ
津
中
学
校 

三
年

　松
下

　幸
之
助

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

　

国
内
外
か
ら
著
名
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
迎
え
、
霧
島
国
際
音
楽

ホ
ー
ル
（
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
）

を
メ
イ
ン
会
場
に
、
離
島
を
含
む

県
内
各
地
で
60
を
超
え
る
魅
力
あ

ふ
れ
る
多
彩
な
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
有
料
の

公
演
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
13

日
（
土
）
よ
り
チ
ケ
ッ
ト
の
一
般

販
売
を
開
始
し
ま
す
。

 

7
月
19
日
（
水
）
～
8
月
6

　

日
（
日
）

 

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
（
霧
島

　

市
）
ほ
か

※
詳
し
く
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
霧
島
国
際
音
楽
祭
公
式
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.kirishim

a-im
f.

　

jp/  

「
霧
島
国
際
音
楽
祭
」
で

第
38
回
霧
島
国
際
音
楽

祭
開
催

　

検
索

 

霧
島
国
際
音
楽
ホ
ー
ル
（
み

　

や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
）（
☎
０
９
９

　

５

ー

７
８

ー

８
０
０
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
９
９
５

ー

７
８

ー

３
３
１
１
）

　

Ｅ
メ
ー
ルinfo@

m
iyam

a-　

　

conseru.or.jp

　

県
内
在
住
者
・
出
身
者
を
対
象

と
し
た
総
合
美
術
展
を
開
催
し
ま

す
。

　

洋
画
・
日
本
画
・
彫
刻
・
工
芸
・

デ
ザ
イ
ン
・
写
真
と
、
個
性
豊
か

な
作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
ま
す
。

 

５
月
20
日
（
土
）
～
同
28
日

　
（
日
）

 

県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明

　

館
・
鹿
児
島
市
立
美
術
館

 

大
人
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）　

　

高
校
・
大
学
生
３
０
０
円　
　
　

　
（
２
４
０
円
）、
小
・
中
学
生
無
料

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

 

県
庁
生
活
・
文
化
課

　
（
☎
０
９
９

ー

２
８
６

ー

２
５
３

　

７　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９

ー

２
８
６

ー
　

５
５
３
７
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

cpdbk@
pref.        

　

kagoshim
a.lg.jp

　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
で
は
、
お

得
な
き
っ
ぷ
を
発
売
し
て
い
ま

す
。

○
わ
く
わ
く
切
符

　

土
・
日
、
祝
日
限
定
の 

1
日

　

フ
リ
ー
乗
車
券

お
れ
ん
じ
鉄
道
区
間
（
川
内
駅
～

八
代
駅
）
乗
り
降
り
自
由
で
す
。

 

大
人
2
千
円
、
小
人
・
65
歳

　

以
上
の
大
人
千
円
）

※
平
日
は
、
大
人
２
８
８
０ 

円
、

　

小
人
１
４
４
０ 

円

○
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
チ
ケ
ッ
ト

　

お
客
様
の
誕
生
月
の
う
ち
１
日

　

限
り
で
、
誕
生
日
を
迎
え
る
お

　

客
様
と
お
連
れ
様
、
合
わ
せ
て

　

８
人
ま
で
運
賃
が
割
引
さ
れ
る

　

チ
ケ
ッ
ト

※
川
内
駅
～
八
代
駅
区
間
の
往
復

　

の
み

 

大
人
千
円
、
小
人
５
０
０ 
円

 

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

　
（
☎
�
６
８
６
０
）   

　

Ｅ
メ
ー
ル　

w
w

w
.hs-orang

　

e.com

お
得
な
き
っ
ぷ
の
ご
案
内

第
64
回
県
美
展
開
催
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障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
中
に
傷
病
に
よ

り
初
め
て
医
師
の
診
断
を
受
け
た

日
（
初
診
日
）
か
ら
１
年
６
カ
月

経
過
し
た
日
（
障
害
認
定
日
）
に

お
い
て
障
害
等
級
の
１
級
ま
た
は

２
級
に
該
当
す
る
障
害
の
状
態
に

あ
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
の

支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
保
険
料
の
納
付
要

件
（
初
診
日
の
前
々
月
ま
で
に
、

保
険
料
納
付
済
期
間(

保
険
料
免

除
期
間
含
む)

が
被
保
険
者
期
間

の
３
分
の
２
以
上
必
要
）
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

初
診
日
が
１
９
９
５
年
４
月
１
日

か
ら
２
０
１
６
年
３
月
31
日
ま
で

に
あ
る
場
合
、
特
例
と
し
て
初
診

日
の
前
日
に
お
い
て
、
初
診
日
の

前
々
月
ま
で
の
直
近
１
年
間
に
保

険
料
の
滞
納
期
間
が
な
け
れ
ば
保

険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
た
と
み

な
さ
れ
ま
す
。（
初
診
日
が
65
歳

未
満
の
方
に
限
り
ま
す
）

　

な
お
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

20
歳
以
前
に
初
診
日
が
あ
る
傷
病

に
よ
っ
て
障
害
の
状
態
に
な
っ
た

方
で
も
、
障
害
等
級
の
１
級
ま
た

は
２
級
に
該
当
す
れ
ば
20
歳
（
障

害
認
定
日
が
20
歳
以
降
に
な
る
場

合
は
認
定
日
）
か
ら
障
害
年
金
を

受
給
で
き
ま
す
。

障
害
年
金
申
請
の
方
法

　

市
役
所
本
庁
・
各
支
所
の
年
金

開 催 日　６月 22 日（木）
開 催 場 所　高尾野支所 小会議室
開 催 時 間
　午前 10 時～正午
　午後１時～午後 3 時 30 分
相談内容　老齢年金、遺族年金等の

請求手続き、年金受給見込額など
相 談 員　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前

（土・日、祝日を除く午前８時 30 分
～午後５時 15 分）
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
　☎ 63 － 2111（内線 1537・1538）

６月　出水地区年金相談
（月 1 回・完全予約制）

　

市
役
所
の
職
員
を
か
た
り
、「
医
療

費
の
還
付
金
が
あ
る
」
な
ど
と
言
っ
て
、

市
役
所
内
に
設
置
し
て
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
に

誘
導
し
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と

す
る
う
そ
電
話
詐
欺
に
関
す
る
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
療
費
、
年
金
、

税
金
、
保
険
金
な
ど
の
還
付
金
が
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
支
払
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

　
「
お
金
が
返
っ
て
く
る
の
で
、
携
帯

電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
と
不
審
な
電
話
を
受
け
た

ら
、
相
手
の
説
明
を
う
の
み
に
せ
ず
、

す
ぐ
に
警
察
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
相
談
事
例
）

　
「
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
で
す
」

と
電
話
が
あ
り
「
あ
な
た
の
個
人
情
報

が
漏
れ
て
、
通
信
販
売
業
者
な
ど
３
社

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
名
義
を
変
更
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
、
名

義
を
貸
し
て
く
れ
る
と
言
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
所
属
す
る
人
を
紹
介
さ
れ
た
。

　

後
日
、
そ
の
人
か
ら
「
震
災
関
連

の
除
染
機
械
１
６
０
０
万
円
を
名
義

変
更
前
の
あ
な
た
の
名
前
で
購
入
し

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ま
ま
お
金
を
払
わ

な
い
と
、
あ
な
た
も
警
察
に
捕
ま
っ
て

し
ま
う
」
と
言
わ
れ
、
指
示
ど
お
り
に

５
０
０
万
円
を
小
包
で
送
っ
た
。
そ
の

後
、
心
配
で
電
話
を
か
け
た
が
つ
な
が

ら
な
い
。

　

電
話
な
ど
で
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
等

の
公
的
機
関
を
か
た
り
「
個
人
情
報
が

漏
れ
て
い
る
」
な
ど
と
話
し
、
最
終
的

に
お
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
「
個
人
情
報

が
漏
れ
て
い
る
」
な
ど
と
電
話
を
か
け

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

相
手
に
せ
ず
に
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

お
金
を
渡
し
て
し
ま
う
と
、
取
り
戻

す
こ
と
は
困
難
で
す
。
決
し
て
お
金
を

渡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
を
受
け
た
際
は
、

お
金
を
渡
さ
ず
に
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○平日（祝祭日を除く）
　午前８時30分～午後５時
　（正午～午後１時を除く）

　本庁生活環境課内
　（☎63−6203）
※高尾野・野田支所での来所相談は、
　事前にセンターにお電話ください。

市
役
所
内
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導

す
る
う
そ
電
話
詐
欺
に
注
意

出水市消費生活センター
【相談日時と場所】

担
当
窓
口
ま
た
は
日
本
年
金
機
構

川
内
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

相
談
に
は
年
金
手
帳
、
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
等
）
等
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
診
し

た
医
療
機
関
に
初
診
日
を
事
前
に

確
認
し
て
お
く
と
相
談
が
円
滑
に

進
み
ま
す
。

障
害
年
金
受
給
者
の
方
へ

　

２
０
１
１
年
４
月
施
行
の
「
障

害
年
金
加
算
改
善
法
」
に
よ
り
、

障
害
年
金
受
給
権
発
生
後
に
ご
結

婚
や
出
生
で
加
算
対
象
者
が
発
生

し
た
場
合
で
も
届
け
出
に
よ
り
新

た
に
加
算
額
が
加
算
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

１
・
２
級
の
障
害
基
礎
年
金
受

給
者
の
方
は
子
の
加
算
が
あ
り
、

１
・
２
級
の
障
害
厚
生
年
金
受
給

者
の
方
は
配
偶
者
の
加
算
と
子
の

加
算
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（「
子
」

と
は
18
歳
未
満
の
子
供
ま
た
は
20

歳
未
満
で
障
害
の
状
態
に
あ
る
子

供
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。）

　

１
・
２
級
の
障
害
年
金
を
受
給

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ご
結
婚

や
出
産
を
し
た
と
い
う
方
は
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金

　

係
（
☎
�
２
１
１
１
（
代
表
））

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
を
名
乗
る

ニ
セ
電
話
で
お
金
を
渡
さ
な
い
で
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うそ電話詐欺被害認知状況（県内）

賛助会員の皆さまありがとうございました！

発生件数 死　者 負傷者

2 0 1 7年
3 月 中

11 件
（－ 11）

０人
（±０）

14 人
（－ 17）

2 0 1 7年
累 計

41 件
（－ 15）

０人
（±０）

51 人
（－ 21）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況（人身）
<出水警察署管内>　　　　　　　　　（暫定値）

出水市防犯協会☎ 63 － 1500問い合わせ先

25 24広報いずみ2017（平成29年）５月 広報いずみ2017（平成29年）５月

※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



 
 

   
 
 
 
 
 

◎ 第 59 回こどもの読書週間（４月 23 日～５月 12 日） 

子供たちにもっと本を読む場所をという願いから、1959 年（昭和 34 年）に「こどもの読書週間」

が誕生しました。もともとは、５月５日の「こどもの日」を中心とした２週間（５月１日～同 14

日）でしたが、子供の読書への関心の高まりを受けて、「子ども読書年」である 2000 年から現在の

４月 23 日（世界本の日・子ども読書の日）から５月 12 日に期間を延

長しました。開始当時から、図書館・書店・学校を中心に、子供たち

と本を結ぶさまざまな行事が行われてきました。 

幼いときから書物に親しみ、読書の喜びや楽しみを知り、物事を正

しく判断する力をつけておくことが、子供たちにとってどんなに大切

なことか……。子供に読書を勧めるだけでなく、大人にとっても子供

の読書の大切さを考えるとき、それが「こどもの読書週間」です。 

 

今年の標語は、「小さな本の大きなせかい」 

・・・・何だかわくわくしますね。この機会に本の世界で遊んで見るのも楽しいですね！ 

◎ 第三次出水市読書活動推進計画を策定しました！ 

   出水市読書活動推進計画の第一次（2007 年～2011 年）、第二次（2012 年～2016 年）に引き

続き、第三次出水市読書活動推進計画（2017 年～2021 年）を策定しました。これは、子供の

読書活動の推進に関する法律第８条の規定に基づいて策定された国の「第三次子どもの読書

活動の推進に関する基本的な計画」および「第３次鹿児島県子どもの読書活動基本計画」を

基本とし、「出水市総合計画」と「出水市教育振興基本計画」との整合性を保ちながら、市全

体で関係部署が連携を図りながら推進するもので、市民全体を対象としています。 

   第二次出水市読書活動推進計画に引き続き、「家読（うちどく）20 分間運動」を実施する

とともに、「いつでも どこでも 本といっしょに！」をキャッチフレーズに設定して、次に

掲げる基本理念と４つの基本目標を定め計画を推進するものです。 

  

基本理念   読書によるひとづくり ふるさとづくりのまち 出水市 

 基本目標 
１ 家庭における読書活動の推進 

（家読 20 分間運動、「宝本」の取組、大人の読書活動の推進など） 
２ 地域における読書活動の推進 

  （市立図書館における取組、自治会等の読書活動への支援、公共施設等

における読書環境の整備の推進など） 
３ 学校等における読書活動の推進 

  （子どもの読書習慣の確立と読書活動の充実、読書環境の整備など） 
４ 読書活動への理解と普及啓発の推進 

  （読書に関する記念日の意義の周知と普及、情報の提供と行事・活動の啓発など） 
 

 

「読書活動日本一の 

まちづくり」を目指して 

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進室 

電話６３－４１２１ 

第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html 

宝 本 
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第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫
● ぼくとばく 鈴木　のりたけ　作
● いそいでおでかけ 五味　太郎　作
● たべてみたい ! いしい　ひろし　著
● したじきくんとなかまたち 二宮　由紀子　作
● メリーメリーおとまりにでかける  ジョーン・G．ロビンソン　作・絵
● ぼくのおじいちゃん カタリーナ・ソブラル　作
● こうえんのおばけずかん 斉藤　洋　作
● ミツバチぎんのおくりもの 西本　鶏介　作
● やさいのがっこうピーマンくんゆめをみる なかや　みわ　作
● ありづかのフェルダ オンドジェイ・セコラ　作・絵

・・・・・等　　
≪中学生・高校生≫
● そして、ぼくは旅に出た。 大竹　英洋　著 
● 風夢緋伝　 名木田　恵子　著
● １００時間の夜 アンナ・ウォルツ　作

・・・・・等　　
≪一般≫
● 成功者 K 羽田　圭介　著
● か「」く「」し「」ご「」と「 住野　よる　著
● 犬の報酬 堂場　瞬一　著
● 嫁をやめる日 垣谷　美雨　著
● 青い服の女 平岩　弓枝　著
● 楽譜と旅する男 芦辺　拓　著
● 図書室のピーナッツ 竹内　真　著
● 錆びた太陽 恩田　陸　著
● 秋山善吉工務店 中山　七里　著
● 我らがパラダイス 林　真理子　著
● 鬼神（オニガミ） 矢野　隆　著
● キャピタル 加藤　秀行　著
● 優しい幽霊たちの遁走曲（フーガ） 太田　忠司　著
● 密告はうたう 伊兼　源太郎　著
● 出会いなおし 森　絵都　著

・・・・・等　　

図書館名
（電話番号） 開館時間 ５月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

15日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
午前９時～午後６時 19日野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

2017 年５月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

５月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

２日
16日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30

17日
尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下） 14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50

18日
上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55～15：15
不動野集落 15：25～15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
11日
25日

受口自治公民館 10：40～11：00
屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

12日
26日

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
加紫久利住宅広場 14：55～15：15
米ノ津駅前広場 15：25～15：45

今月のおはなし会・親子読書会のご案内

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

３、10、17、24、31日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

１、８、15、22、29日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

９日（火）、23日（火）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

４、11、18、25日
午後４時～

だっこでギュッ ４日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（火）午後７時～

マルチメディアDAISY（デイジー）図
書を貸し出します！

　内容：絵本・日本の昔ばなし　など
　
   貸出期間：７泊８日
　（16 歳以上の方のカード
  　で１人当たり１本まで）

　問い合わせ先　市中央図書館（☎ 63 － 2105）

　DAISY（デイジー）図書とは、目や耳が不自由な方
のために開発された電子書籍の一つで、音声とともに
文字や画像が表示されるデジタル図書です。
　DAISY（デイジー）図書には目や耳が不自由な方の
みご利用できるものと、どなたでもご利用できるもの
と２種類あります。ぜひ、ご活用ください。

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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59
年
間
、あ
り
が
と
う

野
田
保
育
園
閉
園
式

　1958年に認可を受けた野田保育園が、市の公の施
設見直し実行計画に基づき、本年４月１日から民営
化され私立保育園としてスタートしました。これに
先立ち、３月31日、公立保育園としての閉園式が行
われ、59年の歴史に幕を閉じました。
　４月からは、社会福祉法人カラーズが保育園運営
を引き継ぎます。

桜
の
植
樹

大
豊
工
業
㈱

　４月１日、沖田工業団地で操業する大豊工業株式
会社九州工場（岡本義幸工場長）から、地域への感謝
の印として桜（ソメイヨシノ）が寄贈され、社員の皆
さんが青年の家に植樹されました。
　同社は、本市の誘致企業として1991年に進出以来、
毎年、桜を寄贈されており、東光山公園の桜並木な
どが、市民の憩いの場となっています。

新
た
に
着
任

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　４月１日付けで、地域おこし協力隊として牧 香
（まき かおる）さんが着任しました。
　牧さんは福岡県からの移住で、主に里山再活性化
のモデル地区である大川内地区の活性化に取り組ん
でいただく予定です。
　「早く地域になじんで、地域のための仕事に取り
組みたいです。」と意気込みを話してくれました。

　３月11日、市文化協会音楽部による音楽祭「春の
つどい」が市音楽ホールで開催されました。
　当日は、各部員が普段の練習の成果を発表。息の
合った三味線、和太鼓、コーラス、大正琴、詩吟や
能謡曲などが披露され、多彩なステージで訪れた市
民らを楽しませました。

　３月９日～同19日に東洋大学ボクシング部が、本
市総合体育館等で春季キャンプを行いました。同校
はロンドン五輪で金メダルを獲得した村田諒太選手
を輩出した強豪校で、本市で初のキャンプ。
　期間中の３月10日には、県内を始め熊本県、佐賀
県から高校生等が集まり、合同合宿で汗を流してい
ました。

出
水
で
さ
ら
に
強
く

東
洋
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ
部
合
宿

練
習
の
成
果
を
披
露

文
化
協
会
音
楽
部
春
の
つ
ど
い

飛
び
級
で
選
出

サ
ッ
カ
ー
Ｕ
20
日
本
代
表

　３月13日、本市出身の大迫敬介選手（17）がサッ
カーＪ１広島とプロ契約を結びました。
　大迫選手は、東京五輪やワールドカップ出場を目
指し今季も広島ユースに所属。Ｊリーグの公式戦に
出場することができる２種登録選手になりました。
　３月にはＵ-20日本代表として、ドイツ遠征にも
参加しています。
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聴
覚
障
害
者
の
た
め
に

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　３月23日、手話奉仕員養成講座（基礎課程）の閉講
式が行われました。式では、受講生９人に市聴覚障
害者協会の植元春子会長から終了証書が授与されま
した。
　受講生は「学ぶことが多く大変だったが、今後も
耳の不自由な方々のお役に立てるようもっと学んで
いきたい」と抱負を述べました。

新
入
隊
員
へ
エ
ー
ル

自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会

　３月16日、市中央公民館で自衛隊入隊者壮行会が
開催されました。会には、新入隊者とその家族、市
自衛隊家族会や防衛協会、隊友会などの関係者が出
席しました。
　新入隊員を代表して、石原雄大さんが「それぞれ
の職務に責任を持ち、出水市民としての誇りと粘り
強さを発揮し、立派な自衛官・社会人となるよう、
一生懸命頑張ります」と力強く抱負を述べました。

自
衛
官
募
集
相
談
員

委
嘱
状
交
付
式

　3月16日、市役所で自衛官の募集業務に協力する
「自衛官募集相談員」の委嘱状交付式が行われまし
た。
　今回、相談員を委嘱されたのは、猪原一大さんと
馬見新了一さんの２人で、任期は２年間です。
　相談員は、自衛隊広報行事を紹介したり、入隊希
望者本人や家族に対して、説明や勧誘などを行いま
す。

　３月25日、点訳奉仕員養成講座の閉講式が行われ、
全21回開催された講座の受講生５人に、点訳ボラン
ティアグループ稲穂の会の田中茂代会長から受講証
書が授与されました。
　受講生は「目の不自由な方々に本を読んでいただ
くためにもっと学んでいきたい」と話されていまし
た。

「
読
む
」楽
し
み
を

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座
閉
講
式

　４月５日、高尾野きらめきドームで、交通安全運
動出発式が行われました。これは、４月６日からの
10日間全国一斉に始まった春の交通安全運動に合わ
せて実施されました。
　参加者は、次世代を担う子供たちの交通事故防止、
交通安全指導を行うことなどを確認し、一斉に出発
しました。

安
全
運
転
心
が
け
て

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　４月２日、市消防団辞令交付式が行われ、退団者、
新入団員等に辞令が交付されました。
　平井勝也消防団長の退団のあいさつの後、尾野島
俊光新団長の新任のあいさつがありました。
　また、21人の新入団員を代表して、第３分団に配
属された山下翔平団員が宣誓を行いました。今年度
は、消防団員491人体制でのスタートとなります。

安
心
安
全
な
ま
ち
に

出
水
市
消
防
団
辞
令
交
付
式
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ツ
ル
も
元
気
に
北
帰
行

ツ
ル
を
送
る
夕
べ

　３月18日、出水公会堂で、毎年恒例のツルを送る
夕べが開催されました。
　第一部では小中高校生によるステージイベント
が、第二部では職場・団体対抗の歌謡大会やお楽し
み抽選会も開催されました。
　今年は初の試みとなるツルの鳴き声コンテストも
行われ、多くの市民らで盛り上がりました。

婚
活
・
牛
車
・
湯
茶
接
待

寒
緋
桜
を
見
に
お
じ
ゃ
ん
せ

　３月５日、同12日に野田町上名の熊陳馬場通りで、
寒緋桜を見におじゃんせが開催されました。
　出店やお茶、牛車運行もあり、訪れた市民らは思
い思いの時間を過ごしていました。
　寒緋桜の作品（写真、絵画、短歌、俳句）も募集さ
れ、応募された作品は、現在野田図書館多目的ホー
ルで展示されています。（５月18日まで）

ピ
ー
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
の
集
い

未
来
に
伝
え
よ
う
戦
争
の
記
憶

　３月18日、特攻碑記念公園で「未来に伝えよう戦
争の記憶～ピースキャンドルの集い～」が開催され
ました。ピースキャンドルに点灯した後、朗読や合
唱、空襲体験談、平和の誓いなど行われました。
　竹灯籠の明かりの中で、戦争体験者の話を聞き、
当時の状況を思い、会場に集まった全員で平和への
思いを新たにしました。

　３月19日と同20日、彼岸の中日恒例の高尾野「中
の市」が開催されました。１日目は天気にも恵まれ
歩行者天国となった商店街では、行き交う人がぶつ
かりそうになるほどの人手で大盛況でした。
　また、３月25日と同26日は、特攻碑公園で「いず
み桜まつり」が開催。２日目は、歩行者天国となっ
た通りで太鼓やダンスなども行われました。

「
中
の
市
」「
い
ず
み
桜
ま
つ
り
」

多
く
の
市
民
ら
で
に
ぎ
わ
う

　３月26日、麓武家屋敷群で「着物で出水武家屋敷
を歩こう会」が開催されました。
　午前の部と午後の部に、県内外からの参加者や外
国人を含む82人が参加し、回を重ねるごとに大盛況。
着物姿の参加者は、武家屋敷群の街なみ、牛車やお
茶など、普段と違う雰囲気を楽しんでいました。
　県内のＡＬＴらと一緒に参加したブレット エィ
ディさんは、「とても楽しくていい体験ができた」「日
本は美しいです」と話してくれました。一緒に参加
していたＡＬＴの皆さんも「着付けの早さに驚いた」

「日本の文化大好き」など、日本語で感想を話してく
れました。

着
物
姿
で
散
策
♪

出
水
麓
武
家
屋
敷
群
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

家･土地

☎（0996）63‒6338 出水市下知識町107
（特産館隣り）

ホームページ公開中‼ でパインヒル不動産 検索

ローンが残っている場合でも､お気軽にご相談下さい

九州不動産公正取引協議会加盟・㈳鹿児島県宅地建物取引業協会会員・鹿児島県知事免許⑵  5603号

㈲パインヒル不動産

薬局平和調剤センター 薬局平和調剤古賀町店
　水俣総合医療センター近く、天神耳鼻科前 古賀町（緒方眼科前）

電話　０９６６－６２－０２３０ 電話　０９６６－６２－２２７２

営業時間　平日　８：３０～１８：３０ 営業時間　平日　８：３０～１８：００

　　　　　　　　 　　土曜　８：３０～１７：３０ 　　　　　　　　　　 土曜　８：３０～１３：００

薬剤師募集（正社員・パート）

          勤務地：水俣市　　
             勤務時間等はご相談に応じます

           お気軽にお電話ください

　　　　　　　　　　電話　０９６６－６２－２２７２　（担当　下田）

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼
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な菜
（
直
哉
・
ほ
た
る
）

（
2
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27
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～
3
月
31
日
届
け
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分
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

５　　　　　月
日 医　療　機　関　名

３日（水）

［当］ 福元医院 内・循環器科 新町 ☎67－3200
［当］ わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表郷東 ☎64－1313
［当］ 阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎72－0040
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054
［児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64－1500

４日（木）

［当］ 整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64－8260
［当］ 荘記念病院 精神・内科 西水流 ☎82－3113
［当］ 林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎73－3639
［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405
［児］ キッズクリニック 小児科 向江 ☎63－7707

５日（金）

［当］ 出水病院 精神・内科 諏訪馬場 ☎62－0419
［当］ しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎63－8300
［当］ 植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎72－1041
［当］ 脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75－2121
［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

７日（日）

［当］ 楠元内科医院 内科 千本付 ☎62－8600
［当］ 来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎84－2005
［当］ 有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿久根市 ☎73－4180
［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88－5040
［児］ 二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62－0167

14日（日）

［当］ 市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎63－3151
［当］ 吉井中央病院 内科 東大野原 ☎62－3111
［当］ 鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎73－0553
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054
［児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68－0633

21日（日）

［当］ 広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春日町 ☎62－1559
［当］ クリニック　なかむら 消化・内・外科 平良馬場 ☎62－0241
［当］ 内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎73－1551
［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

28日（日）

［当］ 恒吉医院 消化・内科 大和 ☎82－0048
［当］ 東医院 整形外科 六月田中 ☎67－1861
［当］ 上園医院 内・小児科 阿久根市 ☎73－1055
［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595
［児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64－1500

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子供の夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）平日・土曜日（午後７時～翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

☆小児科当番薬局　　午前 10 時～正午

５月14日
こ じ ま 歯 科 医 院 歯科 ☎63−4618 表 郷 西
マ リ ン 薬 局 ☎63−6678 東 大 野 原

５月21日
よしだ歯科クリニック 歯科 ☎79−3443 太 鼓 橋
第 二 緑 調 剤 薬 局 ☎63−1177 沖 田
ふ れ あ い 薬 局 ☎63−3070 平良馬場
そ う ご う 薬 局 ☆ ☎64−8161 早 馬

５月28日
よしもと歯科クリニック 歯科 ☎75−3333 阿久根市
スマイル薬局出水店 ☎67−2055 六月田下
か し ま 薬 局 ☆ ☎63−3970 鹿 島

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
５月１日・２日 山門電気商会 ☎67−1066

携帯電話
（090−7397−7898）

川 窪 建 設 ☎82−0376

携帯電話
（090−7154−7490）

５月３日 道 添 建 設 ☎62−3833 山﨑水道設備 ☎82−1600
５月４日 川 島 工 建 ☎63−6685 福 井 組 ☎84−2534
５月５日 出水合同電設 ☎62−0676 慶 越 組 ☎82−0442
５月６日 山門電気商会 ☎67−1066 川 窪 建 設 ☎82−0376

５月7日～14日 司 工 業 ☎63−7485 軸薗設備工業 ☎82−0889
５月15日～21日 岩 﨑 電 設 ☎62−1414 柏 木 産 業 ☎82−1474
５月22日～28日 ヤマサキ電機産業 ☎62−3400 三 友 建 設 ☎82−0173
５月29日～31日 たかさご水道 ☎67−4400 別府水道住宅設備 ☎84−2080

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2017年3月１日～同3月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ０件（−４） ０件（±０） ０人（±０） ０人（−２） 206件（＋41） 114人（＋24）
2017年の累計 ２件（−７） ２件（−３） １人（±０） ０人（−３） 576件（＋25） 311人（＋10）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

５月の主な行事

５月３日
お て き 歯 科 医 院 歯科 ☎63−0393 八幡（出水）
オ レ ン ジ 薬 局 ☎79−3972 表 郷 東
ハ ー ト 薬 局 ☎79−3877 新 町
か し ま 薬 局 ☆ ☎63−3970 鹿 島

５月４日
お て き 歯 科 医 院 歯科 ☎63−0393 八幡（出水）
フ タ ヤ 薬 局 ☎67−5253 六月田中
し も ず る 薬 局 ☎64−2211 下 山
さ く ら 薬 局 ☆ ☎63−7700 向 江 町

５月５日
徳 森 歯 科 医 院 歯科 ☎67−3608 元町（出水）
D・ML五万石薬局 ☎63−8800 野添（出水）
会 営 薬 局 ☆ ☎64−8280 早 馬

５月７日
橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎73−0508 阿 久 根 市
ポ ポ ロ 薬 局 ☎63−4630 千 本 付
ス マ イ ル 薬 局 ☎84−2430 田 多 園

※歯科医院診療時間　午前９時～正午

◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。

14日（日）▶夢色スプリングコンサート（一部：午前10時、二部：午後２時・市音楽ホール）

14日（日）▶中世山城跡探検会（午前9時30分・木牟礼城跡および周辺の遺跡地）

20日（土）▶アクティブレンジャー講座（午前9時・クレインパークいずみ）

21日（日）▶駅前フリーマーケット（午前9時・出水駅西口多目的広場）
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２
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ワ
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表
紙
取
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レ
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、
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ペ
ー
ジ
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記
事
を
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覧
く
だ
さ
い
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４
月
２
日
、
や
な
橋
近

く
（
井
上
自
治
会
が
中
心

に
）
と
、
４
月
12
日
、
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野
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近
く
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工
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が
中
心
）
に
、
そ
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ぞ

れ
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さ
ん
の
こ
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の
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が
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よ
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そ
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に
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で
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ま

す
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や
な
橋
近
く
の
こ
い
の

ぼ
り
は
５
月
13
日
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で
、

市
野
球
場
近
く
の
こ
い
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ぼ
り
は
、
５
月
中
旬
ま
で

揚
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

子
供
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
願
っ
て

『今月の問題』
クワガタ虫は鹿児島県に何種
類いるでしょうか？
Ａ　11種類
Ｂ　21種類
Ｃ　31種類

４月号のクイズと答え

日本の国鳥は次のうちどれでしょ
う。
Ａ　ニワトリ
Ｂ　ツル
Ｃ　キジ
答は C キジでした。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　鹿児島いずみ農業協同組合（内村正男組
合長）が、総務省消防庁消防団協力事業所
表示制度で認定され、市内の事業所で初め
て表示証を交付されました。（県内では 17
事業所目）

　1970 年に本市消防団員を拝命後、46 年
間にわたり消防団活動に取り組み、2006
年から消防団長として 11 年間尽力され３
月に消防団を退団された、平井勝也前団長
が市役所を訪問されました。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　ロイヤルインステーションプラザ（㈱
晃洋代表取締役槝之浦良文）が、防火基
準に適合している宿泊施設として、出水
市消防本部管内で初めて「表示マーク」
を交付されました。

　
（
一
社
）観
光
協
会（
宗
像
義
政
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表
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事
）

か
ら
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ル
の
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て
ほ
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と

ツ
ル
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察
セ
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タ
ー
設
置
の
募
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箱
に
集
ま

っ
た
善
意
と
寄
付
金
を
、
県
ツ
ル
保
護
会
に

寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ツ
ル
の
保
護
等
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
「
湾
」
俳
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会
（
主
宰
瀬

戸
清
子
）
か
ら
県
ツ
ル
保
護
会
に

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。


